
私
は
、
長
ら
く
お
世
話
に
な
っ
た
大
谷
大
学
か
ら
、
こ
の
た
び
退
職
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
ま
ず
、
こ
れ
ま
で
の
修
学
、

教
育
の
活
動
に
お
い
て
ご
恩
を
い
た
だ
い
た
チ
ベ
ッ
ト
、
日
本
の
方
々
の
こ
と
を
、
今
一
度
思
い
起
こ
し
て
、
感
謝
の
思
い
を
捧
げ
た
い

シ
」
田
心
い
士
小
手
９
０

チ
ベ
ッ
ト
に
仏
教
が
伝
え
ら
れ
た
の
は
日
本
と
同
じ
頃
で
す
が
、
西
暦
二
世
紀
に
ア
テ
ィ
シ
ャ
（
デ
ィ
ー
パ
ム
ヵ
ラ
・
シ
ュ
リ
ー
ジ
ュ

ニ
ャ
ー
ニ
ャ
や
忠
‐
己
數
が
来
て
、
業
果
や
菩
提
心
を
中
心
と
し
た
カ
ダ
ム
派
の
教
え
を
確
立
し
ま
し
た
。
そ
の
孫
弟
子
ゴ
翻
訳
師
ロ
デ

ン
・
シ
ェ
ー
ラ
ブ
（
【
掃
○
巴
ｏ
勵
冨
囚
○
屋
自
普
の
い
『
号
弓
沼
‐
巨
ｇ
）
の
後
継
者
の
一
人
ト
ル
ン
パ
（
ｇ
ｏ
言
品
冒
ｏ
冨
口
宮
四
○
四
○
の

②
③

｜
ご
ロ
晶
唱
四
ｍ
）
は
、
師
の
恩
徳
を
讃
え
た
小
品
『
ゴ
翻
訳
師
へ
の
讃
」
の
冒
頭
に
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
ま
す
（
ち
な
み
に
チ
ベ
ッ
ト

で
は
こ
れ
は
ど
の
宗
派
の
人
で
も
毎
日
唱
え
る
礼
拝
の
言
葉
で
す
）
ｌ

「
吉
祥
あ
る
根
本
の
宝
師
よ
、
私
の
心
臓
の
蓮
華
座
に
在
し
て
、

大
き
な
恩
を
通
じ
て
摂
取
し
、
身
語
意
の
成
就
を
授
け
て
く
だ
さ
い
。
」
（
こ
）

仏
道
の
修
学
と
伝
統
の
継
承
に
つ
い
て

Ｉ
退
職
に
あ
た
っ
て
Ｉ

は
じ
め
に

白
館
戒
雲
（
ツ
ル
テ
ィ
ム
・
ケ
サ
ン
）
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申
し
上
げ
ま
す

こ
こ
に
「
根
本
師
」
と
い
う
よ
う
に
、
筆
者
は
仏
道
の
修
学
に
あ
た
っ
て
、
様
々
な
恩
師
た
ち
か
ら
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
Ｉ
す
な
２

わ
ち
、
ナ
ー
ガ
ー
ル
ジ
ュ
ナ
、
ア
ー
リ
ヤ
デ
ー
ヴ
ァ
、
チ
ャ
ン
ド
ラ
キ
ー
ル
テ
ィ
、
ア
サ
ン
ガ
、
ヴ
ァ
ス
バ
ン
ド
ゥ
、
デ
ィ
グ
ナ
ー
ガ
、

ダ
ル
マ
キ
ー
ル
テ
ィ
な
ど
の
伝
統
を
引
き
継
い
で
き
た
方
々
、
で
す
。
そ
こ
で
、
最
初
に
私
は
彼
ら
恩
師
に
感
謝
し
、
礼
拝
し
ま
す
ｌ④

仏
祖
を
初
め
恩
師
に
対
す
る
信
仰
は
、
大
い
な
る
仏
法
に
入
る
初
門
で
あ
り
、
根
本
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

次
に
、
縁
あ
る
日
本
の
方
々
ｌ
私
を
日
本
に
招
い
て
く
だ
さ
っ
た
国
際
仏
教
徒
協
会
（
浜
松
鴨
江
寺
）
の
建
部
公
秋
先
生
、
そ
し

て
奉
職
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
大
谷
大
学
の
先
生
方
や
職
員
の
方
々
、
さ
ら
に
ご
縁
を
い
た
だ
い
た
成
田
山
新
勝
寺
仏
教
研
究
所
の
方
々
、

私
自
身
が
教
え
て
き
た
人
た
ち
な
ど
、
日
本
の
仏
教
を
支
え
て
お
ら
れ
る
方
々
に
、
大
き
な
ご
恩
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
心
か
ら
感
謝
を

こ
こ
で
は
ま
ず
、
乏
し
い
経
験
か
ら
で
す
が
、
私
の
修
学
と
教
育
の
活
動
に
つ
い
て
、
少
し
お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
私
は
若
く
し
て
出
家
し
ま
し
た
が
、
故
国
チ
ベ
ッ
ト
や
亡
命
先
の
イ
ン
ド
で
は
、
偉
大
な
学
僧
に
し
て
行
者
の
先
生
方
か
ら
、
顕
教

⑤

の
五
学
問
（
中
観
、
般
若
、
因
明
、
律
、
倶
舎
）
、
道
次
第
（
ラ
ム
リ
ム
）
、
真
言
密
教
な
ど
多
く
の
教
え
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
特
に
イ

ン
ド
で
は
、
ニ
マ
ギ
ャ
ル
ッ
ェ
ン
先
生
Ｇ
画
日
日
唱
口
三
首
目
四
尉
賜
巴
冒
曾
自
己
屍
‐
邑
電
）
と
、
ハ
・
キ
ャ
ッ
プ
パ
先
生
（
こ
の
匡
鯉
日
四
国
四

ｍ
ご
号
吻
冨
下
尼
認
）
の
お
二
人
に
は
、
誰
よ
り
も
慈
し
ん
で
育
て
て
い
た
だ
い
き
ま
し
た
。
両
先
生
の
弟
子
方
は
み
な
、
私
よ
り
勝
れ
た

人
ば
か
り
で
し
た
が
、
先
生
方
と
一
九
四
二
年
生
ま
れ
の
私
と
の
間
の
年
齢
差
は
十
歳
前
後
で
あ
り
、
親
子
ほ
ど
の
差
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
ま
た
、
チ
ベ
ッ
ト
最
高
の
指
導
者
で
お
ら
れ
た
テ
ィ
チ
ャ
ン
・
リ
ン
ポ
チ
ェ
（
“
辱
号
の
号
團
員
：
冨
侭
四
○
胃
四
侭
滿
呂
の
“

⑥

己
ｓ
‐
后
曽
）
も
、
私
の
よ
う
な
若
輩
を
非
常
に
大
切
に
し
て
く
だ
っ
た
が
、
私
と
の
間
に
は
四
○
年
以
上
の
年
齢
差
が
あ
り
ま
し
た
。
こ

れ
ら
先
生
方
の
お
考
え
は
今
に
な
っ
て
み
る
と
分
か
る
の
で
す
が
、
先
生
方
は
仏
法
の
継
承
を
私
に
期
待
さ
れ
た
よ
う
で
す
。
当
時
、
チ

チ
ベ
ッ
ト
、
イ
ン
ド
で
の
修
学
よ
り



後
に
私
は
大
谷
大
学
に
奉
職
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
そ
う
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
今
日
ま
で
教
育
を
中
心
に
活
動
し
て
き
ま
し

た
。
大
学
教
員
と
し
て
長
期
休
暇
を
取
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ア
メ
リ
カ
な
ど
に
は
知
人
や
親
戚
も
い
て
、
招
待
し
て
く
れ
る

人
も
い
た
し
、
家
族
も
そ
れ
を
希
望
し
た
の
で
す
が
、
私
と
し
て
は
本
格
的
に
仏
教
を
伝
え
る
こ
と
が
使
命
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
継

続
的
に
教
え
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
し
、
外
国
に
滞
在
し
て
も
短
期
間
で
は
意
味
が
無
い
、
と
思
っ
た
の
で
す
。
休
ん
だ
と
言
え
ば
、
七

年
ほ
ど
前
に
脳
内
出
血
を
し
て
入
院
し
た
と
き
の
二
週
間
ほ
ど
で
あ
り
、
そ
れ
以
外
は
大
学
に
通
い
、
個
人
的
に
も
教
え
て
き
ま
し
た
。

大
き
な
成
果
を
残
す
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
長
年
、
そ
れ
を
継
続
で
き
た
の
も
、
先
生
た
ち
の
お
か
げ
で
あ
る

ベ
ッ
ト
本
国
で
は
「
文
化
大
革
命
」
の
嵐
が
吹
き
荒
れ
て
、
仏
教
は
滅
亡
に
瀕
し
て
い
ま
し
た
Ｉ
多
く
の
寺
院
が
破
壊
さ
れ
、
聖
地
カ

イ
ラ
ス
山
さ
え
も
危
う
い
と
思
わ
れ
る
ほ
ど
で
し
た
。
他
方
、
イ
ン
ド
に
亡
命
し
た
チ
ベ
ッ
ト
人
の
若
者
は
ほ
と
ん
ど
が
、
僧
院
で
な
く

学
校
で
近
代
の
教
育
を
受
け
て
い
ま
し
た
。
私
は
後
に
ヴ
ァ
ー
ラ
ー
ナ
シ
ー
の
大
学
で
も
学
び
、
イ
ン
ド
で
二
年
、
ネ
パ
ー
ル
で
三
年
、

合
計
一
四
年
間
を
過
ご
し
た
が
、
そ
の
間
、
仏
法
を
ま
も
り
伝
え
て
い
こ
う
と
し
て
、
ヒ
ン
デ
ィ
ー
語
も
英
語
も
学
ば
な
い
で
、
先
生
方

に
つ
い
て
学
ぶ
日
々
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
先
生
方
は
私
の
将
来
に
期
待
し
て
く
だ
さ
っ
た
の
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

当
時
、
日
本
で
は
東
京
だ
け
で
な
く
京
都
な
ど
に
も
チ
ベ
ッ
ト
人
学
僧
を
招
こ
う
と
い
う
話
が
あ
り
、
浜
松
の
国
際
仏
教
徒
協
会
か
ら

ダ
ラ
イ
ラ
マ
の
法
王
庁
に
、
学
僧
二
人
を
派
遣
す
る
よ
う
招
請
が
あ
り
ま
し
た
。
私
自
身
は
外
国
語
も
で
き
な
い
し
、
仏
法
の
修
学
に
専

念
し
た
か
っ
た
の
で
、
行
き
た
い
と
は
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
最
高
責
任
者
の
ク
ン
デ
ン
リ
ン
と
い
う
お
方
の
判
断
も
あ
っ
て
、
’
一
チ

ャ
ン
・
リ
ン
ポ
チ
ェ
と
私
が
一
九
七
四
年
に
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。
当
初
は
一
年
間
の
契
約
で
し
た
。
仏
教
を
伝
え
て
ほ
し
い
と
い
う
先
生

方
の
お
考
え
も
あ
っ
た
か
ら
、
私
と
し
て
は
な
す
べ
き
こ
と
は
、
個
人
と
し
て
研
究
し
、
論
文
を
書
い
て
業
績
と
す
る
こ
と
で
は
な
く
、

先
生
方
が
教
え
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
を
、
で
き
る
だ
け
多
く
、
縁
あ
る
日
本
の
人
た
ち
に
教
え
る
こ
と
で
し
た
。
そ
れ
ら
は
も
ち
ろ
ん
、

歴
代
の
先
生
方
が
そ
の
人
生
を
か
け
て
学
び
、
伝
え
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
で
あ
り
、
私
が
研
究
し
た
こ
と
や
発
見
し
た
こ
と
で
は
な
い
か

ら
で
す
。
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次
に
日
本
で
の
活
動
の
中
か
ら
、
思
い
起
こ
す
も
の
を
少
し
お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ
こ
う
と
思
い
ま
す
。
私
は
一
九
七
四
年
六
月
一
八

日
に
来
日
し
て
、
ま
ず
浜
松
の
国
際
仏
教
徒
協
会
を
訪
ね
た
後
、
八
月
に
京
都
に
参
り
ま
し
た
。
ま
ず
小
野
田
俊
蔵
先
生
（
現
、
仏
教
大

学
）
、
武
内
紹
人
先
生
（
現
、
神
戸
市
外
国
語
大
学
）
と
い
っ
た
方
々
に
一
対
一
で
教
え
ま
し
た
。
一
○
月
以
降
は
よ
り
一
般
的
に
教
え
は
じ

め
ま
し
た
。
龍
谷
大
学
で
は
上
山
大
峻
先
生
、
芳
村
博
実
先
生
、
仏
教
大
学
で
は
小
玉
大
円
先
生
、
並
川
孝
儀
先
生
、
森
山
渭
徹
先
生
、

坪
井
俊
映
先
生
、
香
川
孝
雄
先
生
、
種
智
院
大
学
で
は
北
村
太
道
先
生
、
頼
富
本
宏
先
生
、
そ
し
て
大
谷
大
学
で
は
初
め
図
書
館
で
片
野

道
雄
先
生
に
、
講
読
を
行
い
ま
し
た
ｌ
こ
れ
ら
は
、
日
本
語
や
日
本
で
の
生
活
を
教
え
て
い
た
だ
き
な
が
ら
の
こ
と
で
し
た
。
七
六
年

か
ら
は
京
都
大
学
の
御
牧
克
己
先
生
に
、
ア
ー
リ
ャ
・
シ
ュ
ー
ラ
著
『
ブ
ッ
ダ
チ
ャ
リ
タ
』
、
ウ
パ
・
ロ
サ
ル
著
『
宗
義
書
」
、
ツ
ォ
ン
ヵ

パ
著
「
未
了
義
了
義
の
弁
別
・
善
釈
心
髄
』
、
チ
ベ
ッ
ト
土
着
の
ボ
ン
教
の
典
籍
、
ジ
ョ
ム
デ
ン
・
リ
ク
ラ
ル
著
「
宗
義
言
」
、
さ
ら
に
歴

と
思
っ
て
い
ま
す
。

パ
著
「
未
了
義
了
義
の
弁
別

史
書
な
ど
を
講
読
し
ま
し
た
。

大
谷
大
学
で
は
授
業
外
で
小
川
一
乗
先
生
に
『
入
中
論
」
と
ツ
ォ
ン
ヵ
パ
著
「
同
釈
論
』
第
６
章
全
部
を
、
片
野
道
雄
先
生
に
は
ツ
ォ

ン
カ
パ
著
「
未
了
義
了
義
の
弁
別
」
、
小
谷
信
千
代
先
生
に
は
『
大
乗
荘
厳
経
論
」
、
ツ
ォ
ン
ヵ
パ
著
『
意
と
ア
ー
ラ
ャ
の
難
語
釈
」
と

「
菩
提
道
次
第
大
論
』
の
大
士
の
道
次
第
よ
り
「
止
の
章
」
と
チ
ム
「
倶
舎
論
釈
」
第
６
章
、
兵
藤
一
夫
先
生
に
は
「
現
観
荘
厳
論
」
、

宮
下
晴
輝
先
生
に
は
わ
ず
か
で
す
が
ス
テ
ィ
ラ
マ
テ
ィ
の
『
倶
舎
論
釈
』
、
高
田
順
仁
さ
ん
に
は
ツ
ォ
ン
ヵ
パ
著
『
道
次
第
小
論
」
の

「
観
の
章
」
な
ど
、
船
山
徹
先
生
（
現
、
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
）
と
高
田
さ
ん
に
は
ダ
ル
マ
キ
ー
ル
テ
ィ
著
「
量
評
釈
」
第
１
章
と

そ
の
註
釈
の
い
く
ら
か
、
辛
島
静
志
先
生
（
現
、
創
価
大
学
）
と
奥
村
浩
基
さ
ん
（
現
、
台
湾
、
仏
光
大
学
）
に
は
『
律
経
」
の
出
家
事
ま
で

の
ツ
ォ
ナ
ワ
の
註
釈
、
筐
の
〆
勉
且
国
司
ｚ
四
長
茸
○
口
さ
ん
（
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
か
ら
の
留
学
生
）
に
は
「
現
観
荘
厳
論
」
、
故
櫻
井
智
浩
さ
ん

日
本
で
の
教
育
活
動
よ
り
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（
大
谷
大
学
非
常
勤
講
師
）
に
は
「
入
菩
薩
行
論
」
と
タ
ル
マ
リ
ン
チ
ェ
ン
著
『
同
註
釈
」
の
第
８
‘
第
９
章
、
山
田
哲
也
さ
ん
に
は
ツ
ォ

ン
カ
パ
著
『
ナ
ー
ロ
ー
の
六
法
の
註
釈
』
、
釆
睾
晃
先
生
に
は
『
法
華
経
」
、
井
上
尚
実
先
生
に
は
『
無
量
寿
経
』
を
、
講
読
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
白
崎
顕
成
先
生
（
神
戸
女
子
大
学
）
、
本
庄
良
文
先
生
（
前
神
戸
女
子
大
学
）
に
は
ジ
タ
ー
リ
の
学
説
書
、
佐
々
木
閑
先
生
（
現
、

花
園
大
学
）
と
中
沢
新
一
先
生
（
中
央
大
学
）
に
は
チ
ベ
ッ
ト
語
の
初
歩
な
ど
、
一
郷
正
道
先
生
（
現
、
京
都
光
華
女
子
大
学
）
に
も
少
し
、

ま
た
高
野
山
の
静
春
樹
先
生
に
密
教
の
典
籍
を
、
講
読
し
ま
し
た
。

十
数
年
間
、
講
師
を
務
め
た
名
古
屋
大
学
で
は
、
谷
口
富
士
夫
先
生
（
現
、
名
古
屋
女
子
大
学
）
に
は
『
現
観
荘
厳
論
」
、
立
川
武
蔵
先

生
（
現
在
、
愛
知
学
院
大
学
）
に
は
ト
ゥ
ケ
ン
著
『
宗
義
書
」
の
カ
ギ
ュ
派
、
ゲ
ル
ク
派
の
章
、
名
城
大
学
の
海
野
孝
憲
先
生
に
は
後
期
唯

識
派
の
ラ
ト
ナ
ー
カ
ラ
シ
ャ
ー
ン
テ
ィ
の
著
作
を
講
読
し
ま
し
た
ｌ
海
野
先
生
に
は
多
く
読
ま
な
か
っ
た
の
に
、
一
つ
の
翻
訳
論
文

（
目
の
冨
冒
目
日
割
国
国
の
匡
旨
且
恩
目
黒
四
国
職
目
．
「
名
城
大
学
人
文
紀
要
』
詔
后
駕
）
を
共
著
と
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
は
、
嬉
し
い
思

い
出
の
一
つ
で
す
。
東
京
の
東
洋
文
庫
で
は
、
北
村
甫
先
生
、
星
実
千
代
先
生
、
今
枝
由
郎
先
生
に
も
少
し
だ
け
お
教
え
し
ま
し
た
。
二

松
学
舎
大
学
の
故
新
井
慧
誉
先
生
に
は
、
『
薬
師
如
来
本
願
功
徳
経
」
と
『
父
母
恩
重
経
」
を
、
立
川
先
生
と
小
野
田
先
生
に
は
京
都
の

下
宿
先
で
ヨ
ン
ジ
ン
の
論
理
学
の
「
タ
ー
リ
ク
」
を
も
読
み
ま
し
た
。

後
に
は
御
牧
先
生
と
の
ご
縁
か
ら
、
京
都
大
学
に
講
師
と
し
て
招
い
て
い
た
だ
い
て
、
多
く
の
大
学
院
生
の
希
望
に
応
じ
て
一
対
一
で

講
読
を
行
い
ま
し
た
。
江
田
昭
道
さ
ん
に
は
ナ
ー
ガ
ー
ル
ジ
ュ
ナ
著
『
宝
行
王
正
論
」
と
タ
ル
マ
リ
ン
チ
ェ
ン
の
「
同
註
釈
』
、
佐
藤
直

実
さ
ん
に
は
「
阿
閤
仏
国
土
荘
厳
経
」
、
桐
山
大
幹
さ
ん
に
は
カ
マ
ラ
シ
ー
ラ
の
「
修
習
次
第
」
と
サ
キ
ャ
派
ロ
ン
ト
ン
の
『
同
註
釈
』
、

加
納
和
雄
さ
ん
に
は
『
宝
性
論
」
と
そ
れ
に
対
す
る
カ
ダ
ム
派
、
サ
キ
ャ
派
の
古
い
註
釈
、
志
賀
浄
邦
さ
ん
（
現
、
京
都
産
業
大
学
）
に
は

ウ
パ
・
ロ
サ
ル
著
『
宗
義
書
」
よ
り
ジ
ャ
イ
ナ
教
の
箇
所
、
熊
谷
誠
慈
さ
ん
に
は
ナ
ー
ガ
ー
ル
ジ
ュ
ナ
著
「
廻
諄
論
」
『
ヴ
ァ
イ
ダ
ル

ャ
・
ス
ー
ト
ラ
」
、
ロ
ン
ト
ン
の
「
中
観
綱
要
害
」
と
ボ
ン
教
の
二
諦
論
、
安
田
章
紀
さ
ん
に
は
ニ
ン
マ
派
の
ロ
ン
チ
ェ
ン
パ
著
『
宗
義

の
宝
蔵
」
、
安
間
剛
志
さ
ん
に
は
バ
ー
ヴ
ィ
ヴ
ェ
ー
カ
の
『
中
観
心
論
』
の
１
，
２
，
３
章
と
そ
の
註
釈
「
思
択
炎
」
、
中
村
法
道
さ
ん
に
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龍
谷
大
学
で
も
、
当
初
武
内
紹
晃
先
生
な
ど
に
は
ツ
ォ
ン
カ
パ
著
「
入
中
論
の
釈
」
、
芳
村
博
実
先
生
や
武
田
宏
道
先
生
と
吉
瀬
勝
先

生
（
元
花
園
大
学
）
に
は
ダ
ラ
イ
ラ
マ
一
世
著
「
倶
舎
論
の
釈
」
全
体
な
ど
を
読
み
ま
し
た
。
後
で
は
講
師
と
し
て
招
い
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
桂
紹
隆
先
生
が
着
任
さ
れ
て
か
ら
、
桂
先
生
に
は
『
カ
ー
ヴ
ィ
ャ
の
鏡
」
ｑ
ｏ
戸
冨
ｏ
歸
巳
艀
）
に
対
す
る
ド
ゥ
ク
パ
・
カ
ギ
ュ
派

の
ボ
ヶ
ー
パ
の
註
釈
の
第
２
章
と
詩
の
歴
史
に
つ
い
て
講
読
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
大
谷
大
学
を
初
め
と
し
て
、
学
生
の
希
望
に
応
じ
て
多
く
の
典
籍
を
講
読
し
ま
し
た
が
、
一
般
の
人
を
対
象
と
し
て
は
、
サ
キ

ャ
・
パ
ン
デ
ィ
タ
の
「
サ
キ
ャ
格
言
」
、
ミ
ラ
レ
パ
「
伝
記
」
『
十
万
歌
』
、
初
期
カ
ダ
ム
派
の
法
語
集
「
青
冊
子
（
ベ
イ
ブ
ム
・
ゴ
ン

ポ
）
』
な
ど
を
、
講
読
し
ま
し
た
。
ま
た
藤
仲
孝
司
さ
ん
に
は
、
ケ
ー
ド
ゥ
プ
・
ジ
ェ
の
「
ト
ン
ト
ゥ
ン
・
チ
ェ
ン
モ
」
、
ダ
ラ
イ
ラ
マ
一

世
の
『
入
中
論
の
註
釈
」
、
ツ
ォ
ン
カ
パ
の
『
菩
提
道
次
第
論
」
、
ガ
ム
ポ
パ
の
『
解
脱
荘
厳
』
、
ダ
ル
マ
キ
ー
ル
テ
ィ
の
『
量
評
釈
』
に

対
す
る
タ
ル
マ
リ
ン
チ
ェ
ン
の
註
釈
２
，
３
章
な
ど
を
講
読
し
ま
し
た
。

か
っ
て
何
人
も
の
先
生
方
に
申
し
上
げ
た
こ
と
で
す
が
、
昔
チ
ベ
ッ
ト
の
多
く
の
学
者
た
ち
は
、
イ
ン
ド
の
典
籍
を
、
そ
の
伝
統
の
継

承
者
を
招
い
た
上
で
、
協
力
し
て
翻
訳
し
ま
し
た
。
た
と
え
自
己
の
理
解
に
自
信
が
あ
る
場
合
で
も
、
そ
の
よ
う
に
し
て
伝
授
を
受
け
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
典
籍
の
内
容
と
そ
れ
を
伝
え
た
伝
統
に
尊
敬
を
表
す
と
い
う
こ
と
で
も
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
大
翻
訳
師
ロ

デ
ン
・
シ
ャ
ー
ラ
プ
か
ら
プ
ト
ン
、
ツ
ォ
ン
カ
パ
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
数
多
く
の
偉
大
な
学
僧
が
そ
の
内
容
を
分
析
し
て
註
釈
し
ま
し

た
。
後
の
私
の
恩
師
た
ち
の
時
代
に
は
、
個
人
と
し
て
は
全
く
著
作
し
な
い
で
、
伝
承
さ
れ
て
き
た
典
籍
を
徹
底
的
に
習
得
し
て
か
ら
講

義
し
、
そ
の
内
容
を
伝
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
仮
に
、
そ
れ
ら
恩
師
た
ち
が
自
分
の
著
作
を
な
さ
っ
て
い
た
な
ら
、
こ
れ
ほ
ど
の
も
の

を
教
え
て
く
だ
さ
る
と
い
う
こ
と
は
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
。
今
の
日
本
に
は
そ
れ
な
り
の
状
況
が
あ
っ
て
、
個
人
と
し
て
研
究
し
論
文
を

書
く
こ
と
が
、
非
常
に
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
は
私
の
考
え
で
は
、
二
次
的
な
こ
と
で
す
。
教
え
を
伝
え
て
い
く
こ
と
、

は
一
現
観
荘
些

え
し
ま
し
た
。

『
現
観
荘
厳
論
」

を
、
講
読
し
ま
し
た
。
ま
た
言
語
学
の
高
橋
慶
治
さ
ん
（
愛
知
県
立
大
学
）
、
白
井
聡
子
さ
ん
（
京
都
大
学
）
に
も
お
教
６



す
な
わ
ち
恩
師
た
ち
が
体
得
さ
れ
た
内
容
を
自
ら
学
ん
で
体
得
し
、
そ
れ
を
自
ら
の
弟
子
に
教
え
て
育
て
て
い
く
こ
と
が
、
最
も
重
要
な

仕
事
で
し
ょ
う
。
と
い
う
の
も
、
仏
法
は
け
っ
し
て
個
々
人
の
事
柄
で
は
な
い
し
、
そ
れ
は
い
つ
も
生
き
た
も
の
で
な
け
れ
ば
意
味
が
な

い
か
ら
で
す
。
単
な
る
知
識
だ
け
で
は
真
の
学
問
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
い
く
ら
教
え
て
も
、
評
価
さ
れ
な
い
の
な
ら
、
教
師
も
全
部
を
教

い
か
ら
で
す
。
単
な
る
知
識
だ
け
一

え
な
く
な
っ
て
し
ま
う
で
し
ょ
う
。

チ
ベ
ッ
ト
国
内
で
は
仏
教
の
修
学
が
長
ら
く
禁
止
さ
れ
て
き
た
の
で
、
伝
統
は
断
絶
し
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。
現
在
、
チ
ベ
ッ
ト
で
傑

出
し
た
人
も
、
一
九
八
五
年
以
降
に
禁
止
が
緩
和
さ
れ
て
以
降
に
育
っ
た
人
ば
か
り
で
す
。
イ
ン
ド
在
住
の
人
で
も
、
近
代
的
な
教
育
の

影
響
を
受
け
た
若
い
人
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
か
っ
て
の
よ
う
な
条
件
は
整
っ
て
い
ま
せ
ん
。
他
方
、
欧
米
や
日
本
で
は
物
質
的
に
恵
ま
れ

て
、
自
由
も
あ
り
ま
す
。
中
で
も
日
本
は
大
乗
仏
教
の
国
で
あ
っ
た
し
、
良
い
条
件
が
整
っ
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
日
本
の
人
た
ち
に

仏
法
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
一
番
い
い
と
思
っ
て
、
教
育
の
活
動
を
中
心
に
行
っ
て
き
た
わ
け
で
す
。

⑦

ツ
ォ
ン
カ
パ
が
自
己
の
仏
道
修
行
を
回
顧
し
、
恩
師
マ
ン
ジ
ュ
シ
ュ
リ
ー
に
感
謝
を
捧
げ
た
詩
、
息
噌
ミ
ミ
ミ
§
ミ
§
冒
亀
に
次
の

「
最
初
に
〔
私
は
多
く
を
学
ぶ
〕
広
大
な
多
聞
を
求
め
た
。
中
間
に
教
義
す
べ
て
が
〔
実
践
の
た
め
の
〕
教
誠
と
し
て
浮
か
ん
で
き

た
。
最
後
に
は
、
昼
夜
す
べ
て
に
実
践
し
た
。
す
べ
て
を
ま
た
教
え
が
広
が
る
た
め
に
廻
向
し
た
。
こ
の
あ
り
さ
ま
を
思
っ
て
、
よ

く
成
し
遂
げ
ら
れ
た
も
の
だ
と
感
謝
い
た
し
ま
す
。
恩
師
〔
で
あ
る
〕
智
恵
の
宝
庫
〔
ｌ
マ
ン
ジ
ュ
シ
ュ
リ
ー
〕
尊
者
よ
」

私
も
そ
の
伝
統
の
末
席
に
連
な
る
一
人
で
す
。
因
果
の
法
は
欺
き
ま
せ
ん
。
他
人
の
た
め
に
行
っ
た
こ
と
は
、
自
分
自
身
の
た
め
に
行
っ

た
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
凡
夫
に
と
っ
て
難
し
い
こ
と
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
初
め
に
修
学
に
励
み
、
次
に
他
人
と
競
争
す
る
の
で

は
な
く
惜
し
ま
ず
教
え
て
、
最
後
に
は
世
の
幸
福
と
教
え
の
た
め
に
廻
向
し
ま
す
。
大
乗
仏
教
は
ア
ジ
ア
の
文
明
の
最
も
重
要
な
も
の
の

一
つ
で
す
か
ら
、
そ
れ
が
単
な
る
研
究
対
象
と
し
て
で
は
な
く
、
生
き
た
も
の
と
し
て
続
い
て
い
く
こ
と
が
、
本
当
に
重
要
で
あ
る
と
思

ろ
／
の
で
す

よ
う
に
い
い
ま
す

「
最
初
に
〔

た
。
最
後
に

７



一
般
的
に
一
つ
の
言
語
体
系
の
な
か
の
言
葉
を
、
他
の
言
語
体
系
の
な
か
の
言
葉
に
置
き
換
え
る
こ
と
は
、
き
わ
め
て
難
し
い
も
の
で

す
。
一
つ
の
訳
語
を
選
ん
で
置
き
換
え
な
け
れ
ば
、
そ
の
内
容
を
伝
え
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
で
も
な
お
一
つ
の
言
葉
を
選
択

す
る
と
き
、
原
語
に
含
ま
れ
た
他
の
要
素
、
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
切
り
捨
て
て
し
ま
う
こ
と
、
そ
し
て
翻
訳
語
の
持
つ
別
の
要
素
、
ニ
ュ
ア
ン

ス
を
持
ち
込
ん
で
し
ま
う
こ
と
は
、
避
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
ご
存
じ
の
よ
う
に
、
伝
統
的
な
仏
教
用
語
は
、
イ
ン
ド
な
い
し
仏
教
の
思
想
を

背
景
と
し
な
が
ら
、
長
い
漢
訳
仏
教
の
中
で
体
系
的
に
創
ら
れ
、
育
ま
れ
、
用
い
ら
れ
て
き
た
も
の
で
す
。
多
く
の
経
典
や
ア
ビ
ダ
ル
マ

３

ナ
ー
ガ
ー
ル
ジ
ュ
ナ
の
修
身
書
「
智
恵
の
幹
」
に
、

「
経
函
に
置
か
れ
た
学
識
と
、
他
者
に
求
め
た
財
産
は
、
必
要
な
と
き
に
な
る
と
、
財
産
で
な
く
学
識
で
な
い
」

と
い
う
よ
う
に
、
学
問
は
論
文
を
書
い
た
り
、
典
籍
を
単
に
翻
訳
し
て
終
わ
る
わ
け
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
内
容
を
自
ら

が
体
得
し
て
、
教
え
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
学
問
は
信
と
相
違
す
る
の
で
は
な
く
、
信
と
相
互
に
関
連
し
あ
っ
て
こ
そ
発
展
す
る
の

⑨

で
す
。
最
近
、
私
も
ツ
ォ
ン
カ
パ
著
「
道
次
第
」
を
翻
訳
し
、
そ
れ
を
授
業
の
中
で
講
読
し
て
い
ま
す
が
、
学
生
た
ち
が
十
分
に
理
解
す

る
に
は
、
講
読
を
通
じ
て
教
え
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
「
道
次
第
』
で
も
、
カ
ダ
ム
派
の
室
月
冊
子
」
と
同
じ
く
、
信
を
も
っ
て
善
智
識

に
師
事
す
る
こ
と
か
ら
、
記
述
さ
れ
て
い
ま
す
。
私
は
終
始
そ
う
し
て
き
ま
し
た
Ｉ
講
読
の
多
く
の
場
合
は
、
相
手
の
希
望
に
も
応
じ

て
一
対
一
で
、
で
す
。
現
在
の
日
本
で
は
、
自
分
の
希
望
す
る
も
の
を
読
む
人
は
い
て
も
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
す
る
人
は
ほ
と
ん
ど
い

な
い
と
い
う
こ
と
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
私
が
た
い
へ
ん
尊
敬
す
る
大
行
者
ミ
ラ
レ
パ
の
恩
師
マ
ル
パ
は
、
法
の
継
承
に
つ
い
て

⑩

ミ
ラ
レ
パ
な
ど
四
大
弟
子
に
対
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
ま
す
Ｉ

「
私
、
老
い
た
父
の
為
す
べ
き
こ
と
は
為
し
お
わ
っ
た
。
今
や
お
ま
え
、
息
子
〔
で
あ
る
〕
弟
子
た
ち
の
時
に
な
っ
た
。
」

い
ま
私
も
教
育
と
研
究
の
活
動
が
そ
の
よ
う
な
形
で
続
い
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

仏
教
語
の
翻
訳
に
関
す
る
問
題

8



の
体
系
に
お
け
る
用
法
、
定
義
、
具
体
例
、
分
類
と
堅
く
結
び
つ
い
て
い
る
し
、
翻
訳
、
使
用
、
研
究
、
著
作
の
長
い
蓄
積
と
関
係
し
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
今
の
日
本
の
仏
教
学
で
は
、
長
く
用
い
ら
れ
て
き
た
漢
訳
の
用
語
も
、
で
き
る
だ
け
現
代
語
に
置
き
換
え
て
翻
訳
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
仏
教
語
が
生
き
て
用
い
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
、
教
え
の
伝
承
が
軽
ん
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
の
反
映
で
あ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
も
ち
ろ
ん
、
古
い
言
葉
だ
け
で
は
や
っ
て
い
け
な
い
し
、
專
門
家
で
な
い
人
た
ち
に
近
づ
き
が
た
い
印
象
を
与
え
な
い
た
め

に
、
現
代
語
を
用
い
る
こ
と
も
必
要
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
結
局
は
程
度
の
問
題
に
な
り
ま
す
。
修
学
し
よ
う
と
し
な
い
一
般
の
人
々
を

中
心
に
考
え
る
こ
と
は
困
難
で
す
。
代
々
伝
え
ら
れ
て
き
た
思
想
や
哲
学
が
、
そ
の
た
め
の
教
育
や
訓
練
も
な
く
単
に
翻
訳
を
読
む
だ
け

で
理
解
で
き
る
と
思
う
の
は
あ
ま
り
に
安
直
な
考
え
で
す
。
仏
教
の
教
学
を
体
系
的
に
理
解
す
る
に
は
、
そ
の
単
語
だ
け
で
な
く
、
他
の

用
語
法
と
関
連
づ
け
て
理
解
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
か
ら
、
単
語
だ
け
で
は
な
く
体
系
を
丸
ご
と
置
き
換
え
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
大

変
な
努
力
を
か
け
、
こ
れ
ま
で
の
翻
訳
や
著
作
の
背
景
を
切
り
捨
て
て
、
目
先
の
分
か
り
や
す
さ
だ
け
を
追
求
し
て
も
、
結
果
が
以
前
の

も
の
よ
り
良
く
な
る
と
い
う
保
証
は
あ
り
ま
せ
ん
。
他
の
多
く
の
困
難
も
生
じ
て
し
ま
い
ま
す
。
千
数
百
年
の
歴
史
的
業
績
で
あ
り
、
東

ア
ジ
ア
の
共
通
語
と
な
っ
て
い
る
財
産
を
、
捨
て
さ
る
ほ
ど
の
意
義
が
あ
ろ
う
と
は
思
え
ま
せ
ん
。
今
、
日
本
で
は
大
学
生
の
学
力
低
下

が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
中
国
本
土
で
は
簡
体
字
の
使
用
に
よ
り
逆
に
読
解
や
疎
通
の
能
力
の
低
下
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
伝
統
の
財
産
を

こ
れ
以
上
軽
視
す
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
か
っ
て
櫻
部
建
先
生
も
一
度
は
伝
統
的
用
語
を
離
れ
て
ア
ビ
ダ
ル
マ
の
翻
訳
を
試
み
ら
れ
ま

し
た
が
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
試
み
で
あ
り
、
そ
れ
以
降
は
伝
統
的
用
語
を
用
い
て
翻
訳
な
さ
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
パ
ー
リ
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
か
ら
現
代
日
本
語
に
翻
訳
す
る
と
き
だ
け
で
な
く
、
チ
ベ
ッ
ト
語
へ
の
翻
訳
に
お
い
て
も
、
そ
う

な
の
で
す
。
チ
ベ
ッ
ト
に
お
い
て
は
、
仏
教
が
圧
倒
的
な
影
響
を
持
っ
て
い
て
、
今
の
日
本
と
比
較
に
な
ら
な
い
ほ
ど
仏
教
語
が
日
常
生

活
に
浸
透
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
チ
ベ
ッ
ト
に
お
い
て
も
、
ほ
と
ん
ど
の
仏
教
語
は
、
一
般
の
人
た
ち
は
も
ち
ろ
ん
、
ふ
つ
う
の
僧
侶
た

ち
さ
え
も
十
分
に
理
解
し
て
い
る
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
ら
を
理
解
し
て
い
る
の
は
、
一
部
の
学
僧
だ
け
で
す
。
私
も
か

っ
て
は
、
現
代
語
に
置
き
換
え
る
こ
と
の
利
点
を
考
え
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
今
で
は
自
分
自
身
が
日
本
語
も
或
る
程
度
理
解
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き
、
こ
れ
が
立
て
ら
れ
る
の
で
す
。

ま
た
、
プ
ラ
パ
ン
チ
ャ
、
「
戯
論
」
は
、
語
源
解
釈
を
通
じ
て
現
在
で
は
「
言
葉
の
虚
構
」
「
言
語
的
展
開
」
な
ど
と
翻
訳
さ
れ
、
煩
悩

⑫

の
一
種
な
い
し
正
理
に
よ
る
否
定
対
象
の
一
つ
と
も
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
櫻
部
建
先
生
の
分
析
が
あ
る
の
で
、
詳
し
く
申

し
上
げ
ま
せ
ん
が
、
確
か
に
、
空
の
三
昧
に
入
っ
た
者
に
と
っ
て
、
空
以
外
は
す
べ
て
「
戯
論
」
で
あ
る
し
、
除
去
さ
れ
る
べ
き
こ
と
で

す
。
し
か
し
、
真
言
密
教
に
お
い
て
そ
れ
は
、
マ
ン
ダ
ラ
で
の
饗
宴
、
遊
戯
と
し
て
の
「
戯
論
の
行
」
と
い
っ
た
意
味
に
な
り
、
除
去
さ

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
『
翻
訳
名
義
大
集
」
に
も
収
録
さ
れ
て
い
な
い
論
理
学
や
密
教
の
一
部
分
は
例
外

と
し
て
、
重
要
な
用
語
に
関
し
て
は
で
き
る
だ
け
、
古
い
伝
統
的
な
訳
語
を
用
い
る
ほ
う
が
は
る
か
に
良
い
、
と
思
っ
て
い
ま
す
。
私
の

よ
う
な
者
が
申
し
上
げ
る
の
も
何
か
と
思
い
ま
す
が
、
大
先
生
方
は
今
や
世
に
な
く
、
誰
も
明
言
な
さ
ら
な
い
の
で
、
あ
え
て
申
し
上
げ

て
き
ま
し
た
し
、
何
人
も
の
方
々
か
ら
賛
同
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
一
般
的
な
読
者
の
た
め
に
は
、
そ
の
た
め
の
啓
蒙
書
を

別
に
著
す
べ
き
だ
、
と
思
う
の
で
す
。

先
日
、
京
都
大
学
の
イ
ン
ド
哲
学
関
係
の
会
合
が
あ
り
、
東
京
大
学
の
斎
藤
明
先
生
が
講
演
を
な
さ
り
ま
し
た
。
私
も
拝
聴
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
斎
藤
先
生
の
お
話
は
、
か
っ
て
の
チ
ベ
ッ
ト
の
よ
う
に
現
代
版
の
『
翻
訳
名
義
大
集
』
を
造
り
、
仏
教
語
を
新
し
い
翻

訳
語
に
置
き
換
え
る
こ
と
を
、
体
系
的
に
探
っ
て
い
く
と
い
う
試
み
に
つ
い
て
、
で
し
た
。
多
く
の
出
席
者
が
そ
の
計
画
に
賛
成
な
さ
っ

⑪

た
の
で
す
が
、
私
一
人
は
そ
れ
に
伴
う
問
題
点
を
申
し
上
げ
ま
し
た
ｌ
例
え
ば
、
四
聖
諦
の
第
二
、
「
集
（
の
肖
匡
烏
冨
ゞ
百
国
ゞ
耳
匡
侭

冨
）
」
は
、
現
代
語
で
は
「
原
因
」
と
さ
れ
ま
す
が
、
「
原
因
」
に
相
当
す
る
言
葉
は
「
集
」
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
冨
冨
（
「
因
」
）
や

巳
目
目
（
「
相
」
）
な
ど
も
同
様
な
意
味
を
持
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
の
言
葉
が
各
々
持
っ
て
い
る
要
素
や
関
連
を
切
り
捨
て
て
、
「
原
因
」

と
翻
訳
す
る
の
で
は
混
乱
を
招
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
結
局
、
現
代
語
に
翻
訳
し
た
と
し
て
も
、
個
々
に
文
脈
で
判
断
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
「
集
」
と
い
う
言
葉
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
四
聖
諦
を
理
解
す
る
中
で
こ
そ
意
味
が
あ
り
、
そ
れ
な
り
の
順
序
や
関
連
が
あ
り

ま
す
ｌ
聖
者
の
観
点
か
ら
す
る
と
、
有
漏
の
諸
行
は
苦
で
あ
る
と
い
う
第
一
の
「
苦
諦
」
を
理
解
し
、
次
に
そ
の
原
因
を
探
究
す
る
と
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ま
た
論
理
学
で
用
い
ら
れ
る
プ
ラ
マ
ー
ナ
（
「
量
」
、
§
且
日
幽
）
と
い
う
言
葉
は
、
現
代
で
は
「
認
識
手
段
」
な
ど
と
翻
訳
さ
れ
る
こ
と

が
多
い
の
で
す
が
、
こ
れ
は
デ
ィ
グ
ナ
ー
ガ
、
ダ
ル
マ
キ
ー
ル
テ
ィ
の
体
系
で
は
、
仏
世
尊
こ
そ
が
解
脱
を
希
求
す
る
者
に
と
っ
て
の
プ

ラ
マ
ー
ナ
で
あ
る
と
さ
れ
て
お
り
、
人
格
に
対
し
て
も
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
側
面
で
は
、
「
基
準
」
と
い
う
意
味
は
捨
て
ら
れ
ま

せ
ん
。
確
か
に
「
量
」
と
い
う
訳
語
は
現
代
的
で
な
い
し
、
「
量
る
」
と
い
う
認
識
作
用
、
量
る
た
め
の
基
準
と
い
っ
た
語
感
に
つ
い
て
、

十
分
な
意
味
を
伝
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
も
な
お
、
手
が
か
り
を
与
え
る
こ
と
は
で
き
る
し
、
そ
れ
ら
は
体

系
の
な
か
で
確
立
さ
れ
た
用
法
を
持
っ
て
い
る
の
で
す
。

さ
ら
に
ま
た
、
ス
ヴ
ァ
・
ラ
ク
シ
ャ
ナ
「
自
相
」
と
サ
ー
マ
ー
ニ
ャ
・
ラ
ク
シ
ャ
ナ
「
共
相
」
に
つ
い
て
も
、
「
独
自
相
」
と
「
普
遍

相
」
な
ど
と
現
代
語
訳
さ
れ
て
い
ま
す
。
確
か
に
『
倶
舎
論
」
な
ど
ア
ビ
ダ
ル
マ
で
そ
れ
ら
は
、
個
々
の
法
の
本
体
を
表
す
「
自
相
」
と
、

諸
法
に
共
通
す
る
無
常
・
無
我
な
ど
の
「
共
相
」
と
し
て
、
そ
の
よ
う
な
意
味
を
持
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
論
理
学
で
は
同
じ
言
葉
が

異
な
っ
た
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
Ｉ
す
な
わ
ち
、
効
果
的
作
用
の
有
る
有
意
の
も
の
で
あ
る
「
自
相
」
と
、
効
果
的
作
用
が
無
い

無
為
の
も
の
で
あ
る
「
共
相
」
と
い
う
よ
う
に
、
で
す
。
そ
し
て
ま
た
、
量
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
の
二
つ
に
対
し
て
、
プ
ラ
テ
ィ

ア
ク
シ
ャ
（
現
量
）
と
ア
ヌ
マ
ー
ナ
（
比
量
）
と
い
う
二
つ
の
プ
ラ
マ
ー
ナ
が
立
て
ら
れ
る
わ
け
で
す
。

大
切
な
の
は
、
適
正
な
翻
訳
に
基
づ
い
て
講
読
、
解
説
を
す
る
こ
と
で
す
ｌ
そ
れ
に
よ
っ
て
こ
そ
、
そ
の
言
葉
の
含
意
、
脈
絡
や
体

系
を
理
解
さ
せ
る
こ
と
が
、
可
能
で
す
。
歴
代
の
師
も
自
ら
が
そ
の
よ
う
に
し
て
こ
ら
れ
た
の
で
す
。
典
籍
を
現
代
語
訳
し
、
独
学
し
て

そ
れ
で
済
む
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
日
本
で
も
「
唯
識
三
年
、
倶
舎
八
年
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
顕
教
の
学
習
に
は
長
い
年
月
が
必

要
で
す
。
チ
ベ
ッ
ト
で
は
顕
教
の
主
要
な
五
課
程
（
般
若
、
中
観
、
因
明
、
倶
舎
、
律
）
に
お
い
て
、
合
計
二
十
年
ほ
ど
が
必
要
で
す
。

そ
こ
で
は
ま
ず
、
イ
ン
ド
の
原
典
と
そ
の
註
釈
文
献
の
翻
訳
、
チ
ベ
ッ
ト
で
の
註
釈
文
献
が
揃
っ
て
い
ま
す
Ｉ
む
ろ
ん
多
く
の
先
人
た

ち
の
努
力
の
成
果
で
す
。
そ
れ
ら
を
暗
記
し
た
上
で
、
二
十
五
歳
ほ
ど
の
教
師
が
年
下
の
十
五
歳
ほ
ど
の
弟
子
た
ち
に
教
え
ま
す
。
彼
ら

れ
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
の
で
す
。
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は
育
っ
て
二
十
五
歳
ほ
ど
に
な
る
と
、
ま
た
年
下
の
十
五
歳
ほ
ど
の
弟
子
た
ち
に
教
え
ま
す
。
こ
の
新
し
い
師
弟
も
、
さ
ら
に
修
学
を
深

め
た
当
初
の
教
師
の
も
と
で
、
さ
ら
に
教
え
を
受
け
て
理
解
を
深
め
ま
す
。
こ
れ
は
、
職
人
な
ど
の
伝
統
的
な
技
術
の
継
承
と
似
て
い
な

い
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
ら
の
世
界
で
弟
子
は
ま
ず
、
師
匠
や
先
輩
と
生
活
を
と
も
に
す
る
、
そ
れ
か
ら
師
匠
や
先
輩
を
見
て
そ
の

技
を
徐
々
に
学
ん
で
い
く
そ
う
で
す
。
仏
教
に
お
い
て
も
、
こ
の
よ
う
な
過
程
を
経
て
、
教
学
は
伝
え
ら
れ
て
い
き
ま
す
。
そ
こ
で
は
、

師
に
よ
る
口
訣
の
伝
授
が
き
わ
め
て
重
要
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
は
脈
絡
に
依
存
す
る
の
で
、
文
字
に
し
が
た
い
も
の
で
す
が
、
そ
れ
に
よ

り
最
も
難
し
い
処
、
最
も
重
要
な
処
が
理
解
さ
れ
る
の
で
す
。
チ
ベ
ッ
ト
で
は
師
か
ら
の
教
え
を
き
わ
め
て
大
切
に
す
る
の
も
そ
の
た
め

で
す
し
、
か
つ
て
の
翻
訳
師
た
ち
が
必
ず
イ
ン
ド
人
の
伝
統
継
承
者
を
求
め
た
の
も
、
そ
の
た
め
で
し
ょ
う
。
大
学
者
サ
キ
ャ
・
パ
ン
デ

⑬

イ
タ
の
格
言
に
も
、
次
の
よ
う
に
い
い
ま
す
ｌ

「
付
け
た
鼻
と
、
買
っ
た
息
子
と
、
借
り
物
の
装
飾
と
、
盗
ん
だ
財
産
と
、
軌
範
師
の
無
い
学
問
は
、
〔
た
と
え
〕
有
っ
た
と
し
て

も
、
他
者
に
よ
り
大
切
に
さ
れ
な
い
。
」

す
な
わ
ち
、
主
要
な
典
籍
に
基
づ
い
て
こ
の
先
生
か
ら
こ
の
よ
う
に
学
ん
だ
と
言
え
る
も
の
が
あ
っ
て
こ
そ
、
生
き
た
学
問
が
あ
る
と
言

私
自
身
も
若
い
頃
に
多
く
の
典
籍
を
暗
記
し
、
最
高
級
の
先
生
方
か
ら
教
え
て
い
た
だ
い
て
、
そ
れ
な
り
に
大
き
な
理
解
を
獲
得
し
た

と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
今
考
え
て
み
る
と
、
出
発
点
に
立
た
せ
て
い
た
だ
い
た
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
そ
の
道
を
進
ん

で
い
く
な
ら
、
や
が
て
目
的
地
に
到
達
す
る
の
で
し
ょ
う
が
、
そ
れ
で
も
や
は
り
出
発
点
に
す
ぎ
ま
せ
ん
で
し
た
。
典
籍
の
個
々
の
文
章

に
関
す
る
私
の
暗
記
は
も
は
や
昔
の
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
仏
教
全
体
に
対
す
る
理
解
が
も
し
今
、
深
く
な
っ
た
と
い
え
る

な
ら
、
そ
れ
は
五
十
五
歳
を
過
ぎ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
う
の
で
す
。

す
な
わ
ち
、
主
要
な
典
籍
に
基
：
（

え
る
し
、
尊
重
さ
れ
る
の
で
す
。
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蚕
剛
般
若
経
」
は
チ
ベ
ッ
ト
で
も
罪
を
浄
め
、
福
徳
を
積
む
た
め
に
し
ば
し
ば
書
写
、
読
調
さ
れ
、
碑
文
に
も
さ
れ
る
ほ
ど
で
す
が
、

⑭

憎
伽
（
根
本
説
一
切
有
部
の
律
に
よ
る
）
で
月
二
回
の
布
薩
を
行
う
と
き
、
三
衣
の
正
装
を
し
た
僧
侶
た
ち
は
み
な
で
熾
悔
し
浄
め
た
後

で
、
立
ち
上
が
っ
て
弾
指
し
て
（
こ
の
作
法
は
『
法
華
経
」
な
ど
諸
処
に
見
ら
れ
る
）
、
「
同
経
」
の
末
尾
に
出
る
偶
頌
を
唱
え
て
、
三
昧

に
入
り
ま
す
。
こ
れ
を
通
じ
て
諸
法
の
無
常
、
空
を
観
ず
る
こ
と
は
、
き
わ
め
て
意
義
が
大
き
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
内
容
は
、
１

８
世
紀
の
モ
ン
ゴ
ル
人
学
僧
テ
ン
ダ
ル
・
ハ
ラ
ム
パ
（
富
白
目
烏
爲
田
四
国
冒
冨
）
が
勝
れ
た
説
明
を
し
て
お
り
、
下
に
翻
訳
し
て
お
き

⑮

ま
す
の
で
、
見
て
い
た
だ
き
た
の
で
す
が
、
偶
頌
は
次
の
と
お
り
で
す
ｌ

⑯

「
星
、
眼
第
、
灯
火
、
幻
術
、
露
、
泡
、
夢
、
電
光
、
雲
の
よ
う
に
、
有
為
は
そ
の
よ
う
に
見
る
べ
き
で
あ
る
。
」

す
な
わ
ち
、
因
と
縁
に
よ
り
造
ら
れ
た
有
為
の
事
物
は
す
べ
て
、
無
常
で
あ
り
、
空
で
あ
る
。
嬉
し
い
こ
と
も
悲
し
い
こ
と
も
、
い
つ
ま

で
も
続
く
こ
と
は
な
い
、
苦
し
み
と
そ
の
因
か
ら
の
出
離
を
求
め
る
べ
き
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
私
の
場
合
も
因
と
縁
、
多
く
の

方
々
の
お
か
げ
を
も
っ
て
、
活
動
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
も
今
、
こ
こ
に
一
つ
の
終
わ
り
を
迎
え
た
よ
う
で
す
。

最
後
に
、
こ
の
お
話
の
最
初
に
紹
介
し
た
ト
ル
ン
パ
著
「
ゴ
翻
訳
師
へ
の
讃
」
に
出
て
い
る
廻
向
の
言
葉
に
よ
っ
て
、
祈
り
を
捧
げ
た

い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
偶
頌
は
、
チ
ベ
ッ
ト
で
は
托
鉢
を
行
う
と
き
、
ま
た
は
行
の
初
め
の
グ
ル
・
ヨ
ー
ガ
の
と
き
、
読
経
の
後
の
廻
向

⑰

の
と
き
、
ど
の
宗
派
で
も
誰
も
が
毎
日
唱
え
る
、
最
も
有
名
な
言
葉
の
一
つ
で
す
。
す
な
わ
ち
’

「
〔
今
後
、
〕
す
べ
て
の
生
に
お
い
て
、
正
師
と
離
れ
る
こ
と
な
く
、
法
の
吉
祥
を
受
用
し
、

〔
大
乗
の
菩
薩
道
で
十
〕
地
と
〔
五
〕
道
の
功
徳
を
完
成
し
て
か
ら
、
持
金
剛
の
位
を
速
や
か
に
得
ま
す
よ
う
に
！
」
（
ぐ
邑

単
に
師
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
「
正
し
い
師
」
を
求
め
て
、
師
事
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
偉
大
な
行
者
ミ
ラ
レ
パ
も
当
初
、
マ
ル
パ
に

師
事
す
る
に
あ
た
っ
て
、
無
私
の
奉
仕
を
捧
げ
ま
し
た
。
現
代
は
状
況
も
同
じ
で
な
い
の
で
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
求
め
ら
れ
ま
せ
ん
が
、

最
後
に
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そ
れ
で
も
な
お
、
師
に
対
す
る
信
仰
は
決
し
て
欠
か
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

私
も
年
を
取
っ
て
か
ら
深
く
実
感
し
、
い
つ
も
申
し
上
げ
て
い
る
こ
と
で
す
が
、
た
と
え
わ
ず
か
で
も
教
え
を
受
け
た
な
ら
、
そ
の
人

を
師
と
し
て
尊
敬
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
ご
恩
に
よ
り
良
く
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
な
ら
、
感
謝
し
て
な
お
さ
ら
尊
敬
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
も
ち
ろ
ん
師
も
人
間
で
す
か
ら
、
完
全
で
は
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
、
欠
点
を
見
な
い
で
、
良
い
と
こ

ろ
を
学
ぶ
の
で
す
。
恩
師
が
正
し
い
先
生
で
あ
る
な
ら
、
弟
子
が
良
く
な
る
よ
う
に
祈
っ
て
く
だ
さ
る
し
、
弟
子
が
先
生
以
上
に
良
く
な

っ
た
な
ら
、
先
生
も
本
当
に
う
れ
し
い
の
で
す
。

大
谷
大
学
の
先
生
方
、
職
員
、
学
生
の
み
な
さ
ん
に
は
、
長
い
間
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
感
謝
し
て
も
し
き
れ
ま
せ

ノ

ノレ
○

Ｑ
ご
ロ
］
］
』
四
口
耳
、
“
ず
い
》
］
房
」
四
門
口
回
ロ
ロ
ロ
○
○
犀
の
、
、

ワ
」
四
ｍ
ｍ
』
の
邑
冒
目
ｐ
ｍ
ｍ
ｍ
Ｈ
も
ｍ
ｇ
ｐ
戸
○
〕
］
ぬ
旦
四
ロ
ゴ
函
｝
］
巨
覗
切
口
四
の
、
、

ウ
丙
四
》
堅
己
ロ
○
ず
①
口
で
○
》
目
ｍ
ｍ
Ｏ
ｐ
ｍ
ｍ
Ｈ
〕
の
の
ウ
圃
匡
ｐ
ｍ
ｐ
四
ｍ
『
く

い
丙
巨
、
切
匡
口
岨
〔
ず
ロ
、
の
丙
国
』
ｑ
ｐ
ｍ
○
ｍ
ｍ
Ｈ
▽
匡
丘
目
め
ゆ
一
旦
匡
伽
の
○
胃
、
、

④
『
道
次
第
論
』
（
拙
訳
『
菩
提
道
次
第
大
論
の
研
究
』
（
９
９
）
や
巨
段
）
に
引
用
さ
れ
た
教
証
と
し
て
、
「
宝
炬
陀
羅
尼
』
ｅ
ｚ
己
ら
恩

畠
司
‐
置
烏
用
ｚ
○
・
ｓ
田
崖
誤
畠
‐
戸
大
正
叩
ｚ
○
・
＄
や
『
大
方
広
総
持
宝
光
明
経
』
や
沼
ｇ
Ｅ
‐
ら
）
に
、

註①
イ
ン
ド
、
ヴ
ィ
ク
ラ
マ
シ
ー
ラ
大
寺
の
座
主
。
彼
の
弟
子
た
ち
か
ら
カ
ダ
ム
の
諸
派
が
生
ま
れ
た
。

②
吋
羽
田
野
伯
猷
「
チ
ベ
ッ
ト
に
お
け
る
仏
教
観
の
形
成
に
つ
い
て
」
（
同
「
チ
ベ
ッ
ト
・
イ
ン
ド
学
集
成
第
一
巻
チ
ベ
ッ
ト
篇
Ｉ
」
尼
憩
）

③
］
５
厨
劉
ｇ
ｇ
ｇ
忌
日
冨
号
“
号
口
冨
冒
鴨
“
・
９
日
目
の
ロ
日
ｑ
ｏ
ｐ
岳
の
少
匡
留
日
四
菌
冒
昌
断
国
ご
印
祠
品
目
曽
四
ｇ
四
○
匡
目
号
の
切

目
又
Ｓ
ｍ
の
‐
巨
（
毛
）
宛
①
百
○
四
の
○
の
堅
由
Ｈ
○
日
、
国
昂
団
冑
四
ｍ
言
い
岸
声
包
］
（
少
日
砕
）
）
匡
○
（
爵
冒
旨
庁
時
○
日
昼
の
Ｆ
号
国
ご
○
［
ロ
ぐ
卸
胆
切
買
）
宛
甘
で
○
ｏ
汀
①
》
団
ざ
ず
い
ロ
ロ
的

）
・
盲
白
身
〕
巴
、
冒
口
日
ｍ
喘
）
凸
侭
目
色
日
厨
房
○
）
勺
胃
尉
Ｆ
毎
日
ｑ
ｏ
｛
弓
号
の
厨
口
ご
刃
）
烏
切
自
己
シ
Ｈ
Ｏ
言
く
の
い
、
后
④
興
浬
己
画
の
目
ｇ
ｘ
シ
◆
⑦
８
‐
冒
口
函
も
四
〕
の
①
言
〕
Ｈ
扁
丹

勺
Ｈ
巴
②
①
切
旦
Ｈ
ｚ
”
○
ｍ
］
○
厨
甲
ず
巴、

1バ
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9）⑧⑦⑥⑤

※
２

頚
忌
ミ
四
面
（
鼠
ざ
ミ
皇
に
、

例
え
ば
、
（
経
法
を
）
受
持
す
る
こ
と
（
巳
国
国
目
）
か
ら
派
生
し
た
陀
羅
尼
（
総
持
島
野
四
日
）
と
い
う
概
念
は
そ
う
い
う
こ
と
を
を
示
し
て
い

ま
す
。
そ
れ
は
、
「
聞
持
陀
羅
尼
含
厨
国
口
画
‐
号
劉
四
日
》
ゞ
鳥
目
息
〕
愚
自
侭
の
）
」
と
い
う
概
念
が
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
法
を
聴
聞
し
、
そ
れ
を
保

持
す
る
こ
と
と
し
て
の
陀
羅
尼
倉
厨
日
日
）
）
で
あ
り
、
経
典
受
持
の
功
徳
を
強
調
す
る
『
般
若
波
羅
蜜
経
』
、
特
に
二
万
五
千
頌
二
大
品
般
若
』
）

な
ど
に
詳
し
く
出
て
い
ま
す
。
た
だ
ち
に
秘
密
真
言
を
い
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
そ
れ
は
仏
随
念
と
も
関
係
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
て

※
ｌ

い
ま
す
。
『
現
観
荘
厳
論
」
の
註
釈
と
し
て
十
万
頌
、
二
万
五
千
頌
、
八
千
頌
の
『
般
若
波
羅
蜜
経
」
と
関
連
づ
け
た
著
作
『
三
仏
母
滅
害
辱
曽

「
信
は
先
行
し
、
母
の
よ
う
に
誕
生
さ
せ
る
。
功
徳
す
べ
て
を
保
護
し
、
成
長
さ
せ
る
も
の
。
疑
い
を
除
き
、
諸
々
の
暴
流
よ
り
済
度
す
る
。

信
は
楽
と
善
の
都
を
表
示
す
る
も
の
で
す
。
信
は
濁
り
が
無
く
て
心
を
浄
め
る
。
慢
を
断
ち
、
敬
う
こ
と
の
根
本
で
す
。
信
仰
は
財
と
宝
庫
と

足
の
最
上
の
も
の
。
手
と
同
じ
く
善
を
摂
め
と
る
根
本
で
す
」

と
い
う
。
『
十
法
経
』
ｅ
ｚ
ｏ
・
麗
尻
宮
屋
霞
甲
砕
も
三
○
認
負
巴
胃
巨
爵
農
‐
再
大
正
Ⅱ
ｚ
ｏ
曽
負
巴
『
大
宝
積
経
大
乗
十
法
会
」
Ｅ
望
匡
甲
弓
〕

ｚ
ｏ
函
匡
「
大
乗
十
法
経
』
弔
認
客
麗
‐
罷
）
に
も
ま
た
、

「
そ
れ
に
よ
り
導
師
〔
の
仏
〕
が
必
ず
生
起
す
る
と
こ
ろ
の
信
は
、
最
上
の
乗
で
す
。
ゆ
え
に
知
慧
あ
る
人
は
、
信
に
随
っ
て
親
近
し
ま
す
。

信
仰
し
な
い
人
た
ち
に
、
白
の
法
は
生
じ
ま
せ
ん
。
火
で
焼
か
れ
た
種
子
に
、
青
い
芽
が
ど
う
し
て
〔
生
じ
る
で
し
ょ
う
か
〕
」

と
い
う
。
『
秘
密
集
会
タ
ン
ト
ラ
』
（
Ｖ
甲
鳶
口
ご
○
』
烏
９
塞
当
‐
匡
手
和
訳
『
松
長
有
慶
著
作
集
第
五
巻
秘
密
集
会
タ
ン
ト
ラ
の
研
究
』

尼
麗
も
圏
）
に
も
次
の
よ
う
に
い
う
ｌ

「
無
間
〔
地
獄
〕
な
ど
の
大
き
な
罪
悪
を
為
す
有
情
ｌ
彼
ら
す
べ
て
も
、
最
高
の
こ
の
大
乗
の
修
行
に
お
い
て
成
就
す
る
で
あ
ろ
う
。
〔
し

か
し
、
〕
軌
範
師
を
他
の
誹
誇
す
る
者
た
ち
は
、
修
行
し
て
も
、
成
就
が
来
る
こ
と
は
な
い
」

ま
た
他
の
典
籍
に
は
、
た
と
え
一
偶
頌
を
教
え
て
く
れ
た
人
に
対
し
て
も
、
師
と
し
て
取
ら
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
し
な
け
れ
ば
、
何
度
も

繰
り
返
し
て
悪
趣
に
生
ま
れ
る
し
、
人
に
生
ま
れ
て
も
苦
難
を
受
け
る
こ
と
が
説
か
れ
て
い
る
。

詳
し
く
は
拙
著
『
中
観
哲
学
の
研
究
Ⅳ
』
の
序
論
を
参
照
。

道
次
第
の
教
主
で
あ
り
、
ダ
ラ
イ
ラ
マ
Ｍ
世
の
教
師
を
も
務
め
た
。

和
訳
ツ
ル
テ
ィ
ム
・
ケ
サ
ン
、
小
谷
信
千
代
『
ア
ー
ラ
ャ
識
と
マ
ナ
識
の
研
究
』
（
乞
憩
ご
』
喝

ロ
ヨ
○
Ｌ
い
い
の
ｚ
”
○
罠
）
淳
睡
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「
そ
の
う
ち
、
「
ダ
ー
ラ
ニ
ー
を
得
た
」
と
い
う
の
は
、
受
持
す
る
の
で
、
ダ
ー
ラ
ニ
ー
と
い
う
。
ダ
ー
ラ
ニ
ー
そ
れ
も
ま
た
四
種
類
ｌ
⑩

※
３

菩
薩
が
忍
を
得
る
因
で
あ
る
ダ
ー
ラ
ニ
ー
と
、
②
秘
密
真
言
の
ダ
ー
ラ
ニ
ー
と
、
⑧
法
の
ダ
ー
ラ
ニ
ー
と
、
側
義
の
ダ
ー
ラ
ニ
ー
で
あ
る
。

そ
の
う
ち
、
〔
第
一
、
〕
菩
薩
が
忍
を
得
る
因
で
あ
る
ダ
ー
ラ
ニ
ー
は
何
か
と
い
う
と
、
こ
れ
に
つ
い
て
か
つ
て
の
因
が
円
満
で
あ
る
菩
薩

ｌ
信
解
行
地
に
お
い
て
閑
寂
に
行
ず
る
者
ｌ
が
、
食
べ
物
の
分
量
を
知
る
こ
と
、
根
を
制
御
す
る
こ
と
、
誰
と
も
倶
に
話
を
し
な
い
こ
と
、

眠
ら
な
い
で
精
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
諸
菩
薩
の
忍
を
生
ず
る
た
め
に
、
秘
密
真
言
の
依
処
ｌ
〔
す
な
わ
ち
〕
国
身
胃
冨
ご
昌
目
呂
匿

匡
廷
巨
富
訂
冒
乏
目
目
日
切
ぐ
陣
冨
へ
と
い
う
こ
と
を
説
か
れ
た
そ
れ
ら
よ
り
、
字
音
を
受
持
す
る
。

秘
密
真
言
の
ダ
ー
ラ
ニ
ー
の
依
処
〔
で
あ
る
〕
こ
れ
ら
の
義
は
何
で
あ
る
か
、
と
い
っ
て
表
詮
と
表
詮
さ
れ
る
も
の
と
の
事
物
と
し
て
義
を

思
惟
す
る
の
で
す
。
そ
の
よ
う
に
長
い
間
に
思
惟
し
て
も
、
所
詮
そ
の
義
を
見
な
い
。
義
を
見
な
い
の
と
、
「
こ
う
だ
」
と
思
惟
し
、
秘
密
真

言
こ
れ
ら
の
表
詮
さ
れ
る
義
は
何
も
無
い
が
、
表
詮
さ
れ
る
義
が
無
い
こ
と
が
秘
密
真
言
の
依
処
の
義
で
あ
る
と
決
定
す
る
。
「
所
詮
の
義
が

無
い
自
性
が
こ
れ
ら
の
義
で
あ
る
」
と
正
し
く
決
択
す
る
し
、
秘
密
真
言
の
依
処
こ
れ
ら
は
表
詮
と
表
詮
さ
れ
る
も
の
の
自
性
を
離
れ
て
い
る

の
で
あ
る
と
修
習
す
る
。
そ
の
よ
う
に
表
詮
と
表
詮
さ
れ
る
も
の
の
自
性
を
離
れ
た
秘
密
真
言
の
依
処
を
良
く
修
習
し
て
か
ら
ま
た
、
そ
の
方

軌
に
よ
り
一
切
法
も
ま
た
表
詮
と
表
詮
さ
れ
る
も
の
の
自
性
を
離
れ
て
い
る
の
で
あ
る
と
正
し
く
決
択
す
る
。
秘
密
真
言
の
依
処
こ
れ
ら
は
表

詮
し
え
な
い
自
性
で
あ
る
か
ら
、
表
詮
さ
れ
る
義
は
何
も
無
い
そ
れ
と
同
じ
く
、
こ
れ
ら
一
切
法
も
ま
た
表
詮
し
え
な
い
の
で
、
「
そ
れ
ら
の

自
性
は
表
詮
し
え
な
い
」
と
思
っ
て
、
一
切
法
は
表
詮
と
表
詮
さ
れ
る
も
の
と
の
自
性
を
離
れ
て
い
て
、
表
詮
し
え
な
い
と
自
性
と
し
て
決
定

す
る
。
そ
の
よ
う
に
決
定
し
た
も
の
と
、
一
切
法
は
遍
計
さ
れ
た
自
性
に
つ
い
て
空
で
あ
る
と
見
る
。

彼
は
そ
の
よ
う
に
見
た
な
ら
、
一
切
法
は
表
詮
し
え
な
い
自
性
と
し
て
証
得
し
た
の
で
、
大
な
る
歓
喜
と
最
上
歓
喜
の
が
生
じ
た
。
そ
の
と

き
に
「
彼
は
ダ
ー
ラ
ニ
ー
を
得
た
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
か
ら
、
ダ
ー
ラ
ニ
ー
を
得
た
因
そ
れ
こ
そ
に
よ
り
、
菩
薩
に
お
い
て
無
間

〔
の
直
後
〕
に
〔
第
己
歓
喜
地
の
智
慧
が
生
ず
る
の
と
随
順
し
た
大
き
な
忍
が
生
じ
た
。
勝
義
の
諸
法
に
忍
ず
る
か
ら
、
「
忍
」
と
い
う
。

そ
の
よ
う
に
忍
が
生
じ
た
の
を
「
ダ
ー
ラ
ニ
ー
の
智
慧
」
と
い
う
。
ダ
ー
ラ
ニ
ー
の
忍
そ
れ
が
生
じ
て
か
ら
、
長
く
掛
か
ら
な
い
で
増
上
な
る

清
浄
な
思
惟
の
「
歓
喜
地
」
と
い
う
も
の
を
得
る
こ
と
に
な
る
。
ゆ
え
に
、
ダ
ー
ラ
ニ
ー
の
忍
こ
れ
は
信
解
行
地
に
属
し
て
い
る
こ
と
を
知
る

そ
の
う
ち
、
〔
第
二
、
〕
諸
菩
薩
の
秘
密
真
言
の
ダ
ー
ラ
ニ
ー
は
何
か
と
い
う
と
、
加
持
が
可
能
な
等
持
の
自
在
な
る
も
の
そ
れ
は
、
「
秘
密

真
言
の
ダ
ー
ラ
ニ
ー
」
と
い
う
。
す
な
わ
ち
、
菩
薩
は
第
一
の
無
数
劫
に
お
い
て
智
慧
の
資
糧
を
き
わ
め
て
円
満
に
完
成
さ
せ
る
べ
き
で
あ
る
。

清
浄
な
思
惟
の

べ
き
で
あ
る
。
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無
数
の
劫
そ
れ
を
過
ぎ
て
か
ら
、
第
一
〔
歓
喜
〕
地
を
得
る
。
そ
の
地
に
お
い
て
智
慧
は
き
わ
め
て
治
浄
さ
れ
た
の
で
、
き
わ
め
て
浄
め
ら
れ

た
等
持
と
、
等
至
に
入
定
し
て
か
ら
そ
れ
に
お
い
て
自
在
を
得
た
。
等
持
の
自
在
の
力
を
生
じ
た
の
と
、
か
っ
て
の
誓
願
の
力
を
生
じ
た
の
に

よ
り
、
秘
密
真
言
の
依
処
こ
れ
ら
は
有
情
た
ち
の
疫
病
と
損
害
と
感
染
と
動
揺
す
べ
て
が
鎮
ま
る
よ
う
に
！
と
い
っ
て
等
持
の
自
在
の
力
に
よ

り
、
有
情
た
ち
の
疫
病
と
損
害
を
鎮
め
る
秘
密
真
言
の
依
処
を
加
持
す
る
。
彼
は
そ
の
よ
う
に
加
持
し
た
秘
密
真
言
の
依
処
そ
れ
ら
が
成
就
す

る
で
あ
ろ
う
、
最
高
に
成
就
す
る
で
あ
ろ
う
し
、
永
遠
に
成
就
す
る
で
あ
ろ
う
。
同
じ
く
上
の
地
に
住
す
る
菩
薩
大
士
た
ち
に
よ
り
ま
た
有
情

の
利
益
そ
れ
と
、
彼
ら
の
た
め
に
秘
密
真
言
の
句
そ
れ
ら
が
加
持
し
た
そ
の
と
お
り
に
一
切
相
に
成
就
す
る
で
あ
ろ
う
。
よ
っ
て
、
等
持
の
自

在
が
そ
の
よ
う
に
な
っ
た
の
で
、
秘
密
真
言
を
受
持
す
る
か
ら
、
「
秘
密
真
言
の
ダ
ー
ラ
ニ
ー
」
と
い
う
。
ダ
ー
ラ
ニ
ー
の
自
在
そ
れ
の
対
境

と
な
っ
た
秘
密
真
言
の
依
処
、
そ
れ
ら
も
ま
た
ダ
ー
ラ
ニ
ー
の
対
境
と
な
っ
た
か
ら
、
「
ダ
ー
ラ
ニ
ー
」
と
い
う
。

そ
の
う
ち
、
〔
第
三
、
〕
法
の
ダ
ー
ラ
ニ
ー
は
何
か
と
い
う
と
、
こ
れ
に
つ
い
て
〔
菩
薩
の
大
〕
地
に
入
っ
た
諸
菩
薩
は
、
仏
と
菩
薩
よ
り
法

を
聞
く
な
ら
、
か
っ
て
知
ら
な
か
っ
た
し
か
っ
て
得
な
か
っ
た
名
の
集
ま
り
と
句
の
集
ま
り
と
字
音
の
集
ま
り
に
属
す
る
法
〔
す
な
わ
ち
〕
無

量
で
あ
り
無
数
で
あ
り
計
り
し
れ
な
い
も
の
を
、
ま
さ
に
そ
の
次
第
に
よ
り
、
長
い
間
に
も
忘
れ
な
い
で
受
持
す
る
念
と
智
恵
に
つ
い
て
、

「
法
の
ダ
ー
ラ
ニ
ー
」
と
い
う
。

そ
の
う
ち
、
〔
第
四
、
〕
義
の
ダ
ー
ラ
ニ
ー
は
何
か
と
い
う
と
、
菩
薩
の
彼
ら
が
そ
の
よ
う
に
受
持
し
た
諸
法
の
義
〔
す
な
わ
ち
〕
無
量
で
あ

り
無
数
で
あ
り
計
り
し
れ
な
い
も
の
そ
れ
ら
を
、
無
量
の
時
間
に
よ
く
ま
た
忘
れ
な
い
で
受
持
す
る
念
と
智
恵
を
一
つ
に
し
た
の
に
つ
い
て
、

「
義
の
ダ
ー
ラ
ニ
ー
」
と
い
う
。

そ
れ
ら
よ
り
、
忍
の
自
性
と
な
っ
た
ダ
ー
ラ
’
－
－
〔
す
な
わ
ち
〕
前
に
説
明
し
た
そ
れ
は
、
か
っ
て
の
因
が
円
満
で
あ
る
者
た
ち
が
、
信
解

行
地
こ
そ
に
お
い
て
得
る
。
他
の
三
つ
の
ダ
ー
ラ
ニ
ー
は
、
第
一
の
無
数
劫
を
過
ぎ
て
か
ら
、
第
一
地
な
ど
に
お
い
て
得
る
。

そ
れ
に
つ
い
て
「
経
』
に
も
ま
た
、
「
四
つ
の
法
を
な
え
た
菩
薩
大
士
は
、
ダ
ー
ラ
ニ
ー
が
円
満
で
あ
る
」
と
説
か
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

四
つ
の
法
は
ダ
ー
ラ
ニ
ー
を
得
る
こ
と
に
な
る
。
四
つ
の
法
は
、
自
他
の
平
等
性
の
所
対
治
分
に
な
っ
た
も
の
ｌ
す
な
わ
ち
、
諸
欲
を
特
に

思
い
こ
む
こ
と
と
、
嫉
妬
と
樫
と
法
の
歓
喜
に
喜
ば
な
い
こ
と
そ
れ
よ
り
逆
、
す
な
わ
ち
諸
欲
を
叱
る
こ
と
と
、
嫉
妬
が
無
い
こ
と
と
、
す
べ

て
を
施
す
こ
と
と
、
菩
薩
蔵
に
関
し
て
法
に
喜
ぶ
こ
と
、
と
い
う
。

そ
の
う
ち
、
他
の
『
経
』
に
説
か
れ
た
次
第
に
よ
り
、
第
一
地
に
お
い
て
「
殊
勝
な
る
住
」
と
い
う
ダ
ー
ラ
ニ
ー
を
得
る
こ
と
に
な
る
。
そ

の
力
に
よ
り
、
殊
勝
な
最
上
の
一
切
法
の
住
処
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
第
二
〔
地
〕
に
お
い
て
「
離
垢
」
と
い
う
。
そ
の
力
に
よ
り
、
そ
こ
に
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お
い
て
戒
の
波
羅
蜜
が
清
浄
に
な
る
。
第
三
〔
地
〕
に
お
い
て
「
き
わ
め
て
堅
固
」
と
い
う
。
そ
の
力
に
よ
り
、
心
の
動
揺
す
べ
て
の
遠
離
は
、

忍
の
力
の
円
満
に
よ
り
、
き
わ
め
て
堅
固
に
な
る
。
第
四
〔
地
〕
に
お
い
て
「
難
勝
」
と
い
う
。
そ
の
力
に
よ
り
魔
と
論
難
者
す
べ
て
が
打
ち

勝
て
な
い
か
ら
で
あ
る
。
第
五
〔
地
〕
に
お
い
て
「
功
徳
に
よ
り
心
が
荘
厳
さ
れ
た
」
と
い
う
。
第
六
〔
地
〕
に
お
い
て
「
智
慧
の
輪
円
具
足

（
マ
ン
ダ
ラ
）
の
灯
明
」
と
い
う
。
第
七
〔
地
〕
に
お
い
て
「
勝
進
」
と
い
う
。
第
八
〔
地
〕
に
お
い
て
「
無
分
別
」
と
い
う
。
第
九
〔
地
〕

に
お
い
て
「
無
辺
門
」
と
い
う
。
第
十
〔
地
〕
に
お
い
て
「
無
尽
の
医
」
と
い
う
。
そ
の
よ
う
に
、
地
と
地
に
お
い
て
個
々
の
ダ
ー
ラ
ニ
ー
な

ど
、
幾
千
の
無
量
、
無
数
の
ダ
ー
ラ
ニ
ー
を
得
た
か
ら
、
「
ダ
ー
ラ
ニ
ー
を
得
た
」
と
い
う
。
ゆ
え
に
、
こ
の
よ
う
に
信
解
行
地
と
も
共
通
し

て
い
る
の
で
、
功
徳
を
こ
の
よ
う
に
語
っ
た
。

※
４

他
の
仕
方
に
お
い
て
も
ま
た
、
こ
れ
に
つ
い
て
字
音
す
べ
て
を
数
習
し
た
な
ら
、
一
切
法
を
証
得
す
る
因
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
「
一
切
法

は
生
じ
て
い
な
い
」
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
字
音
の
第
一
四
と
い
う
も
の
に
つ
い
て
、
生
が
無
い
〔
と
い
う
〕
義
を
増
益
し
て
か
ら
四
と
い

う
こ
と
は
、
生
が
無
い
義
で
あ
る
と
観
察
す
る
。
い
つ
か
止
住
と
勝
観
の
加
行
に
よ
り
正
し
く
修
習
し
た
そ
の
と
き
、
数
習
の
力
に
よ
り
煙
と

い
う
一
つ
に
よ
り
、
一
切
法
は
生
が
無
い
形
相
と
し
て
現
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
ら
ば
、
四
と
い
う
の
は
一
切
法
を
証
得
す
る
因
で
あ
る
。
そ
の

よ
う
に
回
と
い
う
そ
れ
こ
そ
は
、
生
じ
て
い
な
い
こ
と
と
生
起
し
て
い
な
い
こ
と
と
非
事
物
ａ
掲
○
い
冒
日
＆
肩
）
の
自
性
と
、
減
す
る
こ

と
が
無
い
こ
と
な
ど
の
義
に
依
っ
て
、
修
習
し
た
な
ら
、
一
切
法
を
個
々
に
証
得
す
る
因
に
な
る
。

ゆ
え
に
、
こ
の
よ
う
に
説
か
れ
た
ダ
ー
ラ
ニ
ー
の
門
は
何
か
と
い
う
と
、
す
な
わ
ち
、
字
音
の
平
等
性
と
、
言
語
の
平
等
性
と
、
字
音
の
門

で
あ
る
の
と
、
字
音
が
転
ず
る
の
で
あ
る
。
字
音
の
門
で
あ
る
の
と
、
字
音
が
転
ず
る
の
は
何
か
と
い
う
と
、
“
と
い
う
の
は
、
一
切
法
の
門

で
あ
る
。
本
来
生
じ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
国
と
い
う
の
は
、
一
切
法
の
門
で
あ
る
。
塵
を
離
れ
て
い
る
か
ら
、
な
ど
と
い
う
こ
と
を
、

で
あ
る
。
本
来
生
じ
一

後
で
説
か
れ
て
い
る
。

そ
の
よ
う
に
字
音
そ
れ
ら
に
依
っ
て
一
切
法
を
証
得
す
る
の
な
ら
、
念
と
智
恵
が
生
ず
る
。
そ
れ
ら
の
義
を
取
ら
え
る
か
ら
、
「
ダ
ー
ラ

ニ
ー
」
と
い
う
。
ダ
ー
ラ
ニ
ー
そ
の
因
か
ら
生
じ
た
そ
れ
は
、
一
切
法
の
勝
義
を
縁
ず
る
の
を
忍
ず
る
。
念
と
智
恵
そ
の
二
つ
に
つ
い
て
、

「
忍
の
ダ
ー
ラ
ニ
ー
」
と
い
う
。

ま
た
字
音
そ
れ
ら
こ
そ
は
勉
励
す
べ
て
で
も
っ
て
良
く
数
習
し
て
か
ら
、
諸
仏
菩
薩
が
継
続
的
に
き
わ
め
て
速
く
講
説
す
る
法
の
流
れ
と
、

そ
の
〔
諸
々
の
〕
義
を
も
ま
た
、
正
し
く
取
ら
え
る
因
に
な
る
。
名
の
集
ま
り
と
句
の
集
ま
り
と
字
音
の
集
ま
り
に
つ
い
て
き
わ
め
て
数
習
す

る
こ
と
に
な
る
か
ら
、
念
と
智
恵
そ
れ
こ
そ
に
つ
い
て
「
法
の
ダ
ー
ラ
’
－
－
と
義
の
ダ
ー
ラ
’
－
－
」
と
い
う
。
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ま
た
字
音
そ
れ
ら
こ
そ
は
菩
薩
が
正
し
く
修
習
し
た
な
ら
、
如
意
宝
珠
の
よ
う
に
事
物
す
べ
て
を
施
与
す
る
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
そ

れ
ら
は
か
つ
て
の
誓
願
（
本
願
）
の
力
と
等
持
の
威
力
に
よ
り
、
侵
害
す
べ
て
を
鎮
め
る
の
と
、
罪
悪
す
べ
て
を
浄
め
る
た
め
に
、
な
ど
と
い
う

必
要
性
へ
加
持
し
た
な
ら
、
義
利
す
べ
て
を
修
証
す
る
こ
と
が
成
就
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
と
き
加
持
の
智
そ
れ
こ
そ
に
つ
い
て
「
秘
密
真

言
の
ダ
ー
ラ
ニ
ー
」
と
い
う
。
ダ
ー
ラ
ニ
ー
そ
の
所
縁
で
あ
る
か
ら
、
字
音
そ
れ
ら
に
つ
い
て
も
「
ダ
ー
ラ
ニ
ー
」
と
述
べ
る
。
日
目
は
智

※
５

で
あ
り
、
目
は
救
護
で
あ
る
と
説
明
さ
れ
る
か
ら
、
智
と
悲
に
つ
い
て
「
真
言
」
と
述
べ
る
。
ま
さ
に
そ
の
等
流
で
あ
る
か
ら
、
字
音
そ
れ

ら
に
つ
い
て
も
「
真
言
」
と
い
う
。

ま
た
、
無
明
を
捨
て
る
し
、
明
知
を
生
じ
さ
せ
る
か
ら
、
ま
さ
に
そ
れ
を
「
明
〔
呪
〕
」
と
も
い
う
。
一
切
相
智
性
の
位
の
依
処
で
あ
る
か

ら
、
「
〔
諸
々
の
〕
依
処
」
と
い
う
。
ゆ
え
に
、
ダ
ー
ラ
ニ
ー
の
秘
密
真
言
の
依
処
は
、
「
明
〔
呪
〕
の
秘
密
真
言
の
依
処
」
と
い
う
名
を
得
る
。

そ
の
う
ち
、
前
に
説
明
し
た
忍
の
ダ
ー
ラ
ニ
ー
な
る
そ
れ
は
、
信
解
行
地
を
完
成
し
た
な
ら
、
精
進
の
力
に
よ
り
生
起
す
る
。
残
り
の
ダ
ー

ラ
ニ
ー
三
つ
は
、
誓
願
の
力
に
よ
り
生
ず
る
こ
と
に
な
る
。
第
一
地
に
お
い
て
そ
れ
ら
は
小
さ
い
け
れ
ど
も
、
堅
固
に
な
る
。
そ
れ
以
下
は
、

ダ
ー
ラ
ニ
ー
そ
れ
ら
す
べ
て
が
ま
た
ま
す
ま
す
最
高
に
生
ず
る
こ
と
に
な
る
。
ゆ
え
に
、
「
ダ
ー
ラ
ニ
ー
を
得
た
」
と
説
か
れ
て
い
る
。
」

※
６

な
ど
と
、
詳
し
く
出
て
い
る
。
同
様
に
、
『
十
万
〔
頌
〕
滅
害
』
に
、

「
そ
の
う
ち
、
「
ダ
ー
ラ
ニ
ー
」
と
い
う
の
は
ま
た
、
諸
法
の
〔
諸
々
の
〕
義
と
句
を
無
顛
倒
に
受
持
す
る
か
ら
、
「
ダ
ー
ラ
ニ
ー
」
と
い
う
。

要
約
し
た
な
ら
、
念
と
智
恵
に
つ
い
て
い
う
。
個
々
の
区
別
は
四
種
類
で
あ
る
ｌ
〔
す
な
わ
ち
、
〕
仙
諸
菩
薩
が
忍
を
得
る
因
に
な
っ
た

ダ
ー
ラ
ニ
ー
と
、
②
秘
密
真
言
の
ダ
ー
ラ
ニ
ー
と
、
⑧
法
の
ダ
ー
ラ
ニ
ー
と
、
側
義
の
ダ
ー
ラ
ニ
ー
で
あ
る
。

そ
の
う
ち
、
〔
第
一
、
〕
忍
を
得
る
因
に
な
っ
た
ダ
ー
ラ
ニ
ー
は
、
一
切
法
が
本
来
生
じ
て
い
な
い
し
、
自
性
に
よ
り
空
で
あ
る
と
証
得
す
る

た
め
に
、
修
習
す
る
と
き
、
智
恵
と
念
に
よ
り
修
習
す
る
義
と
句
を
忘
れ
な
い
で
証
得
す
る
の
で
、
す
べ
て
は
自
性
に
よ
り
生
じ
て
い
な
い
と

証
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
し
、
空
に
よ
り
怖
れ
な
い
の
を
「
忍
を
得
た
」
と
い
う
。
そ
の
よ
う
な
忍
を
得
る
因
〔
で
あ
る
〕
等
持
を
修
習
す
る

と
き
、
智
恵
と
忍
に
つ
い
て
「
忍
を
得
る
因
と
な
っ
た
ダ
ー
ラ
ニ
ー
」
と
い
う
。

〔
第
二
、
〕
秘
密
真
言
の
ダ
ー
ラ
ニ
ー
は
、
諸
菩
薩
は
等
持
が
成
就
し
た
し
、
心
に
お
い
て
自
在
と
な
っ
た
威
力
と
、
か
っ
て
の
誓
願
と
行

の
力
に
よ
り
、
有
情
た
ち
の
様
々
な
損
害
を
除
去
す
る
た
め
に
、
秘
密
真
言
の
諸
句
を
加
持
す
る
。
そ
の
よ
う
に
等
持
の
威
力
に
よ
り
加
持
さ

れ
た
秘
密
真
言
そ
れ
ら
に
よ
っ
て
ま
た
、
有
情
た
ち
の
損
害
す
べ
て
を
除
去
で
き
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
よ
う
な
秘
密
真
言
を
加
持
す
る
威
力

を
持
っ
て
い
る
の
を
、
「
秘
密
真
言
の
ダ
ー
ラ
ニ
ー
」
と
い
う
。
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〔
第
三
、
〕
法
の
ダ
ー
ラ
’
一
Ｉ
は
、
地
を
得
た
諸
菩
薩
は
諸
仏
菩
薩
に
法
を
聞
く
と
き
、
か
っ
て
知
ら
な
か
っ
た
聞
か
な
か
っ
た
法
の
句
の

多
く
の
種
類
〔
で
あ
る
〕
無
量
で
無
数
の
も
の
た
ち
が
説
明
さ
れ
た
と
お
り
に
、
智
恵
に
よ
り
受
持
す
る
し
念
ず
る
の
で
、
長
い
間
に
も
ま
た

忘
れ
な
い
こ
と
が
で
き
る
の
を
、
「
法
の
ダ
ー
ラ
ニ
ー
」
と
い
う
。

〔
第
四
、
〕
義
の
ダ
ー
ラ
’
－
－
は
、
そ
の
よ
う
に
法
の
句
多
く
を
説
明
し
た
の
を
、
無
顛
倒
に
受
持
し
た
義
〔
で
あ
る
〕
地
と
波
羅
蜜
と
菩

提
分
と
力
と
無
畏
な
ど
得
る
べ
き
多
種
多
様
な
果
〔
で
あ
る
〕
無
量
で
無
数
の
も
の
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
念
と
智
恵
と
し
て
そ
な
え
た
も
の

を
、
「
義
の
ダ
ー
ラ
’
－
１
」
と
い
う
。

そ
の
よ
う
な
も
の
な
ど
の
ダ
ー
ラ
ニ
ー
を
そ
な
え
た
も
の
を
、
「
ダ
ー
ラ
ニ
ー
を
得
た
」
と
い
う
。
」

※
７

と
出
て
い
る
。
上
記
の
意
味
は
ま
た
ツ
ォ
ン
ヵ
パ
著
『
現
観
荘
厳
論
の
釈
・
善
釈
金
鬘
旧
侭
愚
息
員
頓
ミ
暮
§
腱
に
出
て
い
る
。
す
な
わ
ち
’

「
ダ
ー
ラ
ニ
ー
そ
れ
ら
の
自
性
も
ど
の
よ
う
な
も
の
か
と
い
う
と
、
こ
れ
に
は
四
つ
Ｉ

③
作
業
、

㈱
境
界
で
あ
る
。

第
一
〔
、
〔
自
〕
体
〕
に
は
二
つ
〔
が
あ
る
。
そ
〕
の
う
ち
、

※
８

〔
第
一
、
〕
共
通
の
も
の
は
、
〔
ハ
リ
バ
ド
ラ
著
〕
言
現
観
荘
厳
論
の
〕
大
註
釈
」
に
、
「
ダ
ー
ラ
ニ
ー
の
自
性
は
、
念
と
智
恵
の
自
性
で
あ
る
。

殊
勝
な
念
と
智
恵
を
「
ダ
ー
ラ
ニ
ー
」
と
い
う
。
」
と
い
う
よ
う
に
で
あ
る
。

〔
第
二
、
〕
非
共
通
の
〔
自
〕
体
に
は
、
１
）
忍
を
得
る
因
で
あ
る
も
の
と
、
２
）
秘
密
真
言
と
、
３
）
句
ま
た
は
法
と
、
４
）
義
の
ダ
ー
ラ

ニ
ー
、
〔
と
合
計
〕
四
つ
で
あ
る
。

そ
の
う
ち
、
第
一
〔
、
忍
を
得
る
因
の
ダ
ー
ラ
ニ
ー
〕
は
、

※
９

四
国
冒
言
の
卸
冒
印
な
ど
の
字
音
そ
れ
ら
は
、
生
・
減
と
生
起
と
非
事
物
な
ど
の
義
と
し
て
信
解
し
、
修
習
し
た
の
で
、
修
習
が
完
成
し
た
な
ら
、

そ
の
義
に
つ
い
て
怖
れ
な
い
忍
が
生
ず
る
、
す
な
わ
ち
そ
れ
の
因
に
な
っ
た
念
・
智
が
、
「
忍
の
ダ
ー
ラ
ニ
ー
」
で
あ
る
。

※
皿

よ
っ
て
、
忍
こ
そ
を
い
わ
な
く
て
、
そ
の
因
を
も
い
う
。
「
十
万
〔
頌
〕
滅
害
」
に
、
「
そ
の
よ
う
な
忍
を
得
る
因
〔
で
あ
る
〕
等
持
を
修
習

※
皿

す
る
と
き
、
智
恵
と
忍
に
つ
い
て
「
忍
を
得
る
因
と
な
っ
た
ダ
ー
ラ
ニ
ー
」
と
い
う
。
」
と
い
う
。
三
仏
母
滅
害
』
に
も
ま
た
、
「
「
忍
を
得
る

(2)(1)

区戸，
別自
、’一」

体
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第
二
〔
、
秘
密
真
言
の
ダ
ー
ラ
ニ
ー
〕
は
、

菩
薩
は
等
持
の
自
在
を
得
た
こ
と
に
よ
り
、
有
情
の
疫
病
、
災
害
、
動
揺
、
罪
悪
な
ど
を
尽
き
さ
せ
る
た
め
に
、
次
の
よ
う
な
特
殊
な
軌
則
に

よ
り
、
そ
の
義
を
成
就
す
る
よ
う
に
！
と
い
っ
て
、
等
持
と
誓
願
と
の
威
力
に
よ
り
加
持
す
る
し
、
加
持
し
た
よ
う
に
そ
の
義
を
修
証
す
る
こ

と
に
長
く
住
す
る
。
そ
れ
も
ま
た
、
そ
の
よ
う
に
修
証
す
る
念
・
知
は
、
正
規
の
ダ
ー
ラ
ニ
ー
で
あ
る
。
真
言
の
諸
字
音
は
対
境
に
つ
い
て
有

境
に
よ
り
、
ま
た
は
果
に
つ
い
て
因
の
名
に
よ
り
仮
設
し
て
か
ら
、
「
真
言
の
ダ
ー
ラ
ニ
ー
」
と
い
う
。
ま
た
、
マ
ン
ト
ラ
（
真
言
）
の
日
目

は
智
、
目
は
救
護
、
す
な
わ
ち
智
慧
と
悲
は
、
真
実
を
知
る
こ
と
と
世
の
衆
生
を
救
護
す
る
の
で
、
秘
密
真
言
で
あ
る
。
〔
一
切
〕
相
智
の
依

処
と
な
っ
た
の
で
、
「
秘
密
真
言
の
依
処
」
と
も
い
う
。

第
三
〔
、
句
ま
た
は
法
の
ダ
ー
ラ
ニ
ー
〕
は
、

地
を
得
て
か
ら
、
十
方
の
諸
仏
が
、
か
っ
て
聞
く
こ
と
を
経
験
し
な
か
っ
た
無
数
の
法
門
を
説
く
の
を
、
一
時
に
受
持
で
き
る
の
で
あ
る
。

第
四
〔
、
義
の
ダ
ー
ラ
ニ
ー
〕
は
、
そ
の
よ
う
な
次
第
に
よ
り
、
法
の
義
を
受
持
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
に
画
な
ど
の
字
音
そ
れ
ら
に
依
っ
て
一
切
法
を
証
得
す
る
な
ら
、
念
・
知
の
ダ
ー
ラ
ニ
ー
そ
れ
ら
が
生
ず
る
の
で
、
そ
れ
ら
に
つ

い
て
「
ダ
ー
ラ
ニ
ー
｜
と
い
う
。

因
に
な
っ
た
ダ
ー
ラ
ニ
ー
」
と
い
う
か
ら
で
あ
る
。

さ
ら
に
ま
た
『
同
論
』
そ
れ
に
、
こ
の
ダ
ー
ラ
ニ
ー
を
生
じ
さ
せ
る
方
軌
は
、
次
の
よ
う
に
ま
た
説
明
し
て
い
る
。
〔
す
な
わ
ち
〕
冨
号
煙

昏
凹
丘
一
目
昼
迂
置
号
匡
厨
冨
昌
亘
忌
烏
巳
い
乱
厨
と
い
う
義
は
何
で
あ
る
か
と
観
察
し
た
な
ら
、
「
そ
れ
ら
に
所
詮
〔
の
内
容
〕
は
見
え

な
く
て
、
所
詮
〔
の
内
容
〕
は
無
い
こ
と
が
こ
れ
ら
の
所
詮
だ
」
と
決
定
す
る
し
、
所
詮
・
能
詮
を
離
れ
て
い
る
と
修
習
す
る
。
そ
れ
に
よ
り

例
示
し
て
か
ら
、
一
切
法
も
ま
た
そ
の
方
軌
の
よ
う
に
作
意
し
た
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
す
べ
て
は
遍
計
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
空
で
あ
る
と
見

る
な
ら
、
一
切
法
は
表
詮
を
離
れ
て
い
る
と
証
得
す
る
の
で
、
大
き
な
歓
喜
が
生
ず
る
。
そ
の
と
き
に
彼
は
ダ
ー
ラ
ニ
ー
を
得
る
こ
と
に
な
る
。

ダ
ー
ラ
ニ
ー
を
得
た
威
力
に
よ
り
、
無
間
〔
の
直
後
〕
に
、
第
一
地
が
生
ず
る
の
と
随
順
し
た
大
き
な
忍
が
生
ず
る
。
勝
義
に
忍
ず
る
の
で
、

山
今
生
に
お
い
て
特
別
に
追
求
し
て
い
な
い
が
、
前
生
に
修
治
し
た
こ
と
の
異
熟
に
よ
り
得
た
の
と
、

２
こ
こ
〔
現
世
〕
に
お
い
て
聞
・
思
に
勤
め
た
こ
と
に
よ
り
多
く
の
法
の
句
義
を
速
や
か
に
受
持
で
き
る
の
と
、

い
て
一
‐
ダ
ー
ラ
ニ
ー
」
↑

第
二
〔
、
区
別
〕
は
、

「
忍
」
と
い
う
。
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※
鴫

『
三
仏
母
滅
害
』
に
、
「
忍
の
自
性
と
な
っ
た
ダ
ー
ラ
ニ
ー
〔
す
な
わ
ち
〕
前
に
説
明
し
た
そ
れ
は
、
か
っ
て
の
因
が
円
満
で
あ
る
者
た
ち
は

信
解
行
地
に
お
い
て
得
る
。
他
の
三
つ
の
ダ
ー
ラ
ニ
ー
は
、
第
一
の
無
数
劫
を
過
ぎ
て
か
ら
、
第
一
地
な
ど
に
お
い
て
得
る
。
」
と
説
か
れ
た

の
は
、
等
持
に
よ
り
得
た
の
は
、
ダ
ー
ラ
ニ
ー
に
関
し
て
で
あ
り
、
信
解
行
は
資
糧
道
・
加
行
道
二
つ
を
い
っ
て
か
ら
、
前
者
に
お
い
て
忍
の

因
と
、
後
者
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
因
〔
で
あ
る
〕
ダ
ー
ラ
ニ
ー
両
者
を
立
て
た
。

異
熟
と
聞
へ
の
数
習
は
、
〔
ま
だ
〕
道
に
入
っ
て
い
な
い
も
の
に
お
い
て
も
有
る
。
ダ
ー
ラ
ニ
ー
を
得
た
証
得
の
位
は
、
各
々
後
の
功
徳
の
所

依
に
な
る
の
で
、
そ
れ
か
ら
地
と
、
見
道
・
修
道
の
〔
自
〕
体
と
な
っ
た
地
に
よ
り
、
各
自
の
所
断
を
断
除
す
る
位
の
区
別
に
よ
り
、
対
治
の

資
糧
に
な
る
の
で
、
そ
れ
か
ら
対
治
の
資
糧
を
説
い
た
。
」

と
、
ま
と
め
て
明
瞭
に
説
か
れ
た
と
お
り
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
セ
ラ
・
ジ
ェ
ヅ
ゥ
ン
パ
の
「
被
鎧
行
以
下
の
総
義
の
。
鑓
割
息
蒼
§
亀
】

陣
曹
号
言
」
（
目
○
戸
ｚ
ｏ
認
匡
呼
」
お
匡
‐
夙
弓
巴
に
も
同
様
に
提
示
さ
れ
て
い
る
。

※
ｌ
氏
家
覚
勝
『
陀
羅
尼
思
想
の
研
究
』
（
后
電
）
に
詳
し
く
議
論
さ
れ
て
い
る
。

※
２
口
三
○
認
冨
も
冨
浮
や
匡
匡
》
著
者
は
ダ
ム
シ
ュ
ト
ラ
セ
ー
ナ
と
さ
れ
て
い
る
。
唾
片
野
道
雄
「
イ
ン
ド
唯
識
説
の
研
究
』
（
尼
謁
）

忌
囹
口
○
蔚
昌
腿
・
屋
興
上
記
の
よ
う
に
『
般
若
波
羅
蜜
経
』
で
の
ダ
ー
ラ
ニ
ー
は
秘
密
真
言
で
は
な
い
が
、
密
教
隆
盛
期
の
顕
教
典
籍
で

あ
る
た
め
に
秘
密
真
言
と
関
連
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

※
３
こ
の
四
種
類
の
ダ
ー
ラ
ニ
ー
は
『
菩
薩
地
』
に
も
説
明
さ
れ
て
い
る
。
ｇ
弓
ｏ
四
富
国
＆
も
蔦
囹
‐
喝
吟
大
正
釧
葛
億
。
‐
超
貸
氏

※
過

あ
る
。
『
荘
厳
経
論
』
に
、

第
三
、
作
業
〕
は
、

⑧
修
所
成
の
等
持
の
力
に
よ
り
受
持
で
き
る
ダ
ー
ラ
ニ
ー

と
の
〔
合
計
〕
三
つ
〔
が
あ
る
。
そ
〕
の
う
ち
、

初
め
の
二
つ
は
小
、
後
は
大
で
あ
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
も
ま
た
、
〔
菩
薩
の
大
〕
地
に
入
っ
て
い
な
い
信
解
行
の
者
た
ち
の
も
の
は
小
、
〔
第

一
歓
喜
地
か
ら
第
七
遠
行
地
ま
で
の
〕
不
浄
の
七
地
の
も
の
は
中
、
〔
第
八
不
動
地
か
ら
第
十
法
雲
地
ま
で
の
〕
清
浄
な
三
地
の
も
の
は
大
で

※
過

あ
る
。
『
荘
厳
経
論
』
に
、
「
異
熟
、
聞
へ
の
数
習
と
等
持
の
ダ
ー
ラ
ニ
ー
は
、
小
と
大
で
あ
る
。
そ
の
大
も
ま
た
三
種
類
。
」
と
い
う
。

※
過

『
同
論
』
に
、
「
菩
薩
は
た
び
た
び
そ
れ
に
正
し
く
依
っ
て
、
常
に
正
法
を
ま
た
説
示
す
る
し
、
受
持
す
る
」
と
い
う
よ
う
に
、
自
己
が
受
持

す
る
し
、
他
者
に
説
く
の
で
あ
る
。

※
Ｍ

第
四
同
境
界
〕
は

ワワ
ー召



⑫
櫻
部
建
『
増
補
仏
教
語
の
研
究
」
（
尼
君
）
亭
匡
民

⑬
ぐ
曽
卸
付
け
た
鼻
は
、
ハ
ン
セ
ン
病
に
な
っ
て
鼻
を
失
っ
た
場
合
の
こ
と
を
い
う
の
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
良
く
な
い
状
態
で
は
な
い
と
し
て
も
、
大
典
籍
を
丁
寧
に
学
ぶ
と
い
う
こ
と
は
、
な
か
な
か
実
行
さ
れ
て
い
な
い
。
例
え
ば
、

ツ
ォ
ン
カ
パ
著
「
道
次
第
』
は
ゲ
ル
ク
派
に
と
っ
て
最
も
重
要
な
典
籍
で
あ
る
。
し
か
し
、
一
部
の
学
問
寺
の
学
僧
た
ち
を
除
い
た
同
派
の
的
％
近

⑩
蔓
昏
昌

⑪
こ
れ
は

で
あ
る
。 ※

ｕ
ｐ
ｚ
ｏ
閉
品
も
冨
撃
、
庫
の
取
意
。

※
旭
滅
く
日
月
旧
習
］
＆
も
辰
己
５
‐
屋
ｐ
ｚ
ｏ
・
色
與
萬
〕
言
曾
島
吐
氏
家
覚
勝
（
ら
電
）
ロ
日
〕
君
‐
場

※
昭
×
く
目
目
ご
消
紬
ａ
①
具
ロ
』
ミ
臣
．
巨
‐
］
陣
己
ｚ
ｏ
さ
９
勺
巨
望
農

※
皿
テ
キ
ス
ト
に
甥
屋
冒
冨
と
あ
る
が
、
上
の
科
文
と
の
対
応
か
ら
胃
宮
冒
に
改
め
る
。

※
肥
ｐ
ｚ
ｏ
・
認
吊
も
彦
四
ｇ
烏
山

ミ
ミ
ざ
。
、
豊
浄
ミ
侭
、
ご
侭
３
§
営
冒
ミ
ミ
愚
昌
昌
§
》
ご
侭
ミ
（
日
弓
呂
○
の
届
○
目
目
同
侭
切
号
の
ぃ
屏
目
唇
画
品
ら
藍
）
己
届

こ
れ
は
「
四
つ
の
尊
い
真
理
」
な
ど
と
も
翻
訳
さ
れ
る
が
、
『
倶
舎
論
』
な
ど
か
ら
す
る
と
「
聖
者
に
と
っ
て
の
四
つ
の
真
理
」
と
さ
れ
る
べ
き

※
叩
ロ
三
○
．
甥
Ｓ
雪
煙
『
宮

※
５
こ
の
語
源
解
釈
は
ツ
ォ
ン
カ
パ
著
『
真
言
道
次
第
大
論
覺
習
唄
忌
ミ
Ｓ
ミ
ミ
皇
の
序
論
に
お
い
て
、
忍
密
集
会
の
後
タ
ン
ト
ラ
」
よ

り
引
用
さ
れ
て
い
る
。
和
訳
高
田
仁
覚
ア
ン
ド
チ
ベ
ッ
ト
真
言
密
教
の
研
究
』
（
尼
認
）
Ｅ
国

※
６
己
三
○
酌
函
Ｃ
『
三
四
司
騨
印
ず
っ

※
７
弓
○
戸
ｚ
ｏ
ｍ
唱
届
目
ｍ
四
四
ｍ
函
ず
②
’
四
ｍ
↑
農

※
８
確
認
で
き
な
い
。
ロ
三
○
・
亀
冒
○
冨
認
鹿
か
？

※
９
上
の
※
４
の
箇
所
を
参
照
。

家
覚
勝
同
上
（
后
電
）
層
巴
‐
韻

※
４
三
万
五
千
頌
般
若
経
』
な
い
し
大
品
系
の
般
若
に
お
い
て
四
十
二
字
門
と
し
て
出
て
い
る
。
後
に
マ
ン
ジ
ュ
シ
ュ
リ
ー
の
五
字
真
言

と
も
な
る
。
ま
た
同
様
の
字
門
は
『
大
集
経
』
「
陀
羅
尼
自
在
王
品
」
「
海
慧
菩
薩
所
問
品
」
に
も
出
て
い
る
。
ｇ
・
氏
家
覚
勝
同
上
（
己
電
）

で
己
切
つ
１
ｍ
司
津
で
め
い
津

の珂

乙』



く
の
僧
た
ち
は
、
同
書
そ
の
も
の
は
読
ま
な
い
で
、
そ
の
簡
略
版
で
あ
る
パ
ン
チ
ェ
ン
ー
世
著
『
安
楽
道
』
の
み
で
済
ま
せ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

⑭
冒
箇
澤
煙
》
ｇ
画
く
閑
”
一
定
区
域
の
僧
侶
が
月
（
陰
暦
）
の
一
定
の
日
ｌ
前
半
の
十
四
日
ま
た
は
十
五
日
と
、
後
半
の
十
四
日
目
ま
た
は
十
五

日
目
に
当
た
る
二
十
九
日
ま
た
は
三
十
日
ｌ
に
集
ま
っ
て
、
別
解
脱
の
条
文
を
調
え
、
自
己
の
犯
し
た
罪
を
反
省
し
熾
悔
す
る
集
会
を
行
う
。

⑮
ツ
ォ
ン
ヵ
パ
の
大
弟
子
の
一
人
、
持
律
者
タ
ク
パ
・
ギ
ェ
ル
ッ
ェ
ン
の
著
作
闇
意
曾
旨
暮
頃
旨
き
。
畠
冒
涜
昌
頚
震
営
豐
号
習
い
。
“
ミ
ミ
『
‐

曾
感
ざ
侭
号
『
・
豐
曾
畠
ざ
園
蒼
吟
ミ
号
、
雰
冒
息
園
（
『
学
を
清
浄
に
す
る
三
事
の
儀
軌
な
ど
別
解
脱
の
取
捨
の
諸
処
の
要
約
』
。
な
お
「
三
事
」
と
は
、

毎
月
妬
日
か
ら
鋤
日
の
布
薩
、
毎
年
６
月
肥
日
か
ら
７
月
調
日
の
安
居
、
７
月
訓
日
の
解
制
の
三
つ
を
い
う
。
）
に
こ
の
習
慣
が
出
て
お
り
、
ツ
ォ

ン
ヵ
パ
の
時
代
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
。
ｇ
己
ミ
静
冒
曹
鴇
迂
噌
震
蒼
島
侭
営
暮
§
§
ミ
魁
ミ
§
§
噌
習
。
蚤
員
号
吻
ミ
ｅ
§
匡
侭
の
。
日
蝕
品

Ｆ
与
国
ｑ
》
后
呂
冒
匡
昌
括
○
ｅ
毛
届

⑯
生
没
年
不
明
。
ロ
シ
ア
の
ス
ッ
ェ
ル
バ
ッ
キ
ー
は
彼
の
系
統
の
モ
ン
ゴ
ル
人
ラ
マ
か
ら
多
く
を
学
び
、
近
代
の
仏
教
研
究
の
礎
を
築
い
た
。
テ
ン

ダ
ル
・
ハ
ラ
ム
パ
自
身
は
ロ
ン
ド
ル
・
ラ
マ
（
固
○
侭
ａ
。
］
掃
侭
今
四
侭
匡
○
言
四
侭
．
弓
ら
‐
ご
閉
）
の
高
弟
で
あ
る
。
同
門
の
兄
弟
弟
子
に
は

ジ
ャ
ム
ヤ
ン
シ
ェ
ー
パ
２
世
コ
ン
チ
ョ
ッ
ク
・
ジ
ク
メ
ー
ワ
ン
ポ
ａ
【
○
口
目
呂
品
」
荷
い
日
＆
島
四
品
冒
〕
弓
麗
‐
弓
巴
）
が
あ
り
、
チ
ャ
ン
キ
ャ
。

ロ
ル
ペ
ー
ド
ル
ジ
ェ
（
５
ｍ
品
農
冨
爲
○
毎
昌
ａ
○
号
》
弓
弓
‐
弓
盟
）
と
の
交
友
も
あ
っ
た
。
彼
は
、
ツ
ォ
ン
カ
パ
以
来
の
ゲ
ル
ク
派
教
学
の
諸
分

野
の
中
か
ら
特
に
難
し
い
主
題
に
関
し
て
、
広
い
学
識
と
深
い
思
索
を
示
す
独
創
的
な
著
作
を
幾
つ
も
遺
し
て
い
る
。

犀
の
若
干
の
文
言
の
註
釈
。
善
き
如
意
樹
蒼
ロ
。
§
碕
胃
・
脚
蔦
個
吋
へ
ざ
園
、
侭
冒
営
曾
慧
苛
§
巴
Ｓ
Ｒ
旧
阿
ｏ
凰
巳
（
閉
国
ミ
の
田
口
旨
へ
司

画
国
塞
舅
。
』
記
員
崖
淘
』
ミ
ミ
』
卜
』
Ｑ
‐
曙
鐘
く
○
Ｆ
ご
巨
固
【
Ｐ
（
ｚ
の
君
口
の
旨
〕
届
ご
ｍ
こ
‐
闇
岸
も
幽
忍
甲
蟹
巴
に
、
次
の
よ
う
に
い
う
ｌ

「
ま
た
「
経
』
に
「
仙
星
、
③
眼
諾
、
側
灯
火
、
四
幻
術
、
⑤
露
、
⑥
泡
、
、
夢
、
⑧
電
光
、
側
雲
の
よ
う
に
、
有
為
は
そ
の
よ
う
に
見
る
べ

き
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
の
意
味
は
、
苦
諦
の
過
患
を
知
る
た
め
に
、
世
尊
が
、

⑪
対
境
の
自
性
と

②
対
境
の
味
を
領
納
す
る
仕
方
と

側
対
境
の
過
患
と

仙
対
境
へ
の
厭
離
が
生
ず
る
た
め
に
、

そ
の
四
つ
に
つ
い
て
順
次
に
、
比
嚥
の
三
つ
と
一
つ
と
二
つ
と
三
つ
、
す
な
わ
ち
九
つ
の
比
峨
を
通
じ
て
、

と
を
生
ず
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
教
誠
す
る
の
で
あ
る
〔
・
だ
〕
か
ら
、

輪
廻
の
法
に
対
し
て
欲
し
な
い
こ
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